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伝統の郷土料理を
　　　　　味わい交流
伝統の郷土料理を
　　　　　味わい交流
〜第2回ふるさと料理の会収穫祭〜〜第2回ふるさと料理の会収穫祭〜

　第２回ふるさと料理の会収穫祭が１１月７日、森吉コミュニティ

センターで開かれ、市内外からの参加者が地域の食材を使った煮

つけや漬物、デザートなど多彩な郷土料理とアトラクションで交

流を図り晩秋の一日を楽しみました。テーブルには、彩も豊かな

手作りの自慢料理がずらりと並び食欲を誘っていました。
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

▲今年は阿仁地区で開催された市消防出初式（1/4） ▲市民ら３００人が出場した第２回北秋田市民スキー大会（2/1） 

▲１３１年の歴史に幕を下ろした竜森小学校閉校式（3/21） ▲世界選手権で金メダル獲得し、凱旋講演（4/23） 

   

１
日
　
雪
が
舞
う
年
明
け
第
28
回
元
旦
マ
ラ
ソ

ン
／ 

倉
ノ
山
元
旦
登
山  

２
日
　
大
太
鼓
叩
き
初
め  

４
日
　
阿
仁
地
区
で
市
消
防
出
初
式  

10
日
　
防
犯
指
導
隊
・
交
通
指
導
隊
査
閲
式 

　

／
森
吉
山
の 

樹
氷（
〜
３
月
８
日
） 

13
日
　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
施

設
安
全
祈
願
式  

15
日
　
大
太
鼓
の
館
前
で「
雪
中
田
植
え
」 

17
日
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
V
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー

グ
女
子
鷹
巣
大
会 

18
日
　
第
８
回
あ
き
た
北
空
港
学
童
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会 

29
日
　
平
成
20
年
度
雪
崩
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

  

 １
日
　
雪
中
稲
刈
り
／
第
２
回
北
秋
田
市
民
ス

キ
ー
大
会 

４
日
　
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
設
置 

９
日
　
も
ち
っ
こ
市 

10
日
　
第
53
回
北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会 

19
日
　
市
内
４
カ
所
で
秋
田
内
陸
線
利
用
促
進

説
明
会
開
催 

24
日
　
３
月
定
例
市
議
会（
〜
３
月
10
日
） 

26
日
　
本
市
出
身 

小
林
範
仁
選
手
、
湊
祐
介
選

手
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
複

合
団
体
で
金
メ
ダ
ル
獲
得 

28
日
　
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
／
読
書
感
想
文
・

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

 

　 

 

３
日
　
各
幼
稚
園
、
保
育
園
で
雛
ま
つ
り 

７
日
　
第
10
回
子
ど
も
た
ち
の
伝
承
芸
能
合
同

発
表
会 

８
日
　
市
内
中
学
校
卒
業
式 

12
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式 

13
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式 （
〜
17
日
） 

19
日
　
胡
桃
館
遺
跡
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定 

20
日
　
小
阿
仁
川
流
域
で
万
灯
火 

21
日
　
竜
森
小
学
校
閉
校
式 

29
日
　
南
鷹
巣
交
流
セ
ン
タ
ー
が
竣
工 

  

      １
日
　
市
役
所
機
構
改
革
実
施 

６
日
　
定
額
給
付
金
申
請
受
付
開
始 

７
日
　
市
内
小
中
学
校
入
学
式 

12
日
　
秋
田
県
知
事
選
挙
／
秋
田
県
議
会
議
員

補
欠
選
挙 

／
北
秋
田
市
長
選
挙
／
北
秋
田
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙 

16
日
　
岸
部
陞
市
長
・
佐
藤
修
助
副
市
長
・
三

澤
仁
教
育
長
退
任
式 

17
日
　
津
谷
永
光
市
長
初
登
庁 

18
日
　
第
46
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン      

23
日
　
高
橋
大
斗
選
手
、
小
林
範
仁
選
手
、
湊

祐
介
選
手
世
界
選
手
権
凱
旋
講
演 

29
日
　
清
水
修
智
さ
ん（
七
日
市
）が
地
方
自
治

功
労
で
旭
日
双
光
章
、三
浦
武
さ
ん（
松
葉
町
）

が
金
融
業
功
労
で
旭
日
双
光
章
、
山
城
京
子

さ
ん（
七
日
市
）が
児
童
福
祉
功
労
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章 

２
月

２
月

Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

３
月

３
月

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

４
月

４
月

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

１
月

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

１
月

　
２
月
26
日
、
本
市
出
身
の
小
林
範
仁
選
手
、
湊
祐
介
選
手
が
ノ
ル
デ

ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
複
合
団
体
で
、
日
本
と
し
て
14
年
ぶ
り
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
市
民
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
ら
は

金
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て
北
秋
田
市
で
凱
旋
講
演
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
「
夢
は
努
力
す
れ
ば
必
ず
叶
う
」
と
伝
え
希
望
を
与
え
ま
し
た
。 

　
３
月
19
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
本
市
の
胡
桃
館
遺
跡
を
重
要
文
化

財
に
指
定
し
、
文
部
科
学
省
に
答
申
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
伊
勢
堂
岱

遺
跡
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住

宅
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
三
重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。 

　
新
年
度
が
始
ま
っ
た
４
月
１
日
、
市
役
所
で
は
市
の
行
財
政
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
事
務
の
一
元
化
な
ど
で
効
率
化
を
図
る
た
め
、
機

構
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
所
を
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
と
し
、

本
庁
舎
に
総
合
窓
口
課
を
設
置
。
分
庁
舎
に
あ
る
産
業
部
と

建
設
部
を
森
吉
庁
舎
に
移
動
。
本
庁
舎
に
あ
る
税
務
課
を
分

庁
舎
に
移
動
し
、
新
体
制
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
４
月
12
日
、
北
秋
田
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
津
谷
永
光
氏

が
初
当
選
。
17
日
に
市
役
所
に
初
登
庁
し
、
新
市
２
代
目
市

長
と
し
て
津
谷
市
政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

　
６
月
20
・
21
日
に
は
、
市
内
４
カ
所
で
市
民
病
院
住
民
説

明
会
が
行
わ
れ
、
指
定
管
理
方
針
の
変
更
事
項
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
22
・
23
日
に
も
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
開
院
日
が
10
月
か
ら
来
年
４
月
に
変
更
す
る
こ
と

を
説
明
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。 

　
９
月
26
日
、
西
鷹
巣
大
橋
を
含
む
主
要
地
方
道
鷹
巣
川
井

堂
川
線
、
都
市
計
画
道
路
太
田
川
口
線
の
開
通
式
が
行
わ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
渡
り
初
め
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
　
　

　
11
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
理
事
会
で
、
来
年
の
第
１

３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
を
、
北
秋
田
市
で
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
11
月
20
〜
22
日
、
４
月
に
開
院
す
る
北
秋
田
市
民
病
院
の

市
民
見
学
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
真
新
し
い
建
物
を

見
学
し
、
開
院
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
む
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。 

４月開院に向けて準備が進む北秋田市民病院４月開院に向けて準備が進む北秋田市民病院

鎮
座
１
３
５
０
年
を
迎
え
た
綴
子
神
社
例
大
祭 

▼ 
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２
日
　
阿
仁
マ
タ
ギ
駅
か
ら
観
光
馬
車
運
行
開
始 

３
日
　
森
吉
山
山
開
き 

８
日
　
鷹
巣
牧
場
放
牧
式 

11
日
　
佐
藤
唯
直
副
市
長
就
任 

14
日
　
三
澤
仁
教
育
長
就
任 

17
日
　
第
23
回
東
京
圏
あ
に
会
総
会 

23
日
　
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
in
北
欧
の
杜
公
園 

26
日
　
石
田
洋
子
さ
ん
藍
綬
褒
章
を
受
章
報
告 

29
日
　
高
津
森
牧
場
入
牧
式 

31
日
　
第
25
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り

／
幸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工 

   

１
日
　 

竜
ケ
森
山
開
き
／ 

太
平
湖
湖
水
開
き 

５
日
　
ノ
ロ
川
牧
場
入
牧
式 

７
日
　
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭 

16
日
　
６
月
定
例
市
議
会
（
〜
26
日
） 

18
日
　
市
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
大
会 

20
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
住
民
説
明
会
／
第
２

回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会 

22
日
　
松
森
愛
好
同
志
会        

が
緑
化
功
労
者
受
賞

報
告
／
三
上
美
里
さ
ん
、
武
田
沙
輝
さ
ん 

国

土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
原
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
報
告 

23
日
　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ

ラ
ン
ト
竣
工 

27
日
　
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト 

in
阿
仁 

28
日
　
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会 

 

   

５
日
　
JR
糠
沢
駅
改
築
記
念
式
典 

７
日
　「
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
」

始
ま
る（
〜
10
月
25
日
）／
行
政
協
力
委
員
全

体
会
議
各
地
区
で
開
催 

９
日
　
鷹
巣
南
小
学
校
自
転
車
部
県
大
会
初
優

勝
報
告 

11
日
　
第
18
回
米
代
川
花
火
大
会 

14
日
　
綴
子
神
社
例
祭
、鎮
座
１
３
５
０
年
式
年
大
祭 

18
〜
19
日
　
大
雨
に
よ
り
災
害
対
策
本
部
設
置

／
市
内
各
所
に
避
難
勧
告 

26
日
　
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭 

   

１
日
　
第
44
回
首
都
圏
合
川
会
総
会   

３
日
　
韓
国
木
浦
共
生
園
の
児
童
ら
が
表
敬
訪
問 

４
日
　
栄
憩
い
の
森
公
園
管
理
棟
が
完
成 

７
日
　
第
23
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り 

14
日
　
根
子
番
楽
／
第
38
回
合
川
ま
と
び
／
第

29
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
／ 

第
53
回
市
民

盆
踊
り
大
会 

15
日
　
北
秋
田
市
成
人
式（
出
席
者
３
３
８
人
）   

16
日
　
阿
仁
鉱
山
７
０
０
年
祭
／
第
47
回
阿
仁

の
花
火
と
灯
籠
流
し 

22
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
住
民
説
明
会 

25
日
　
合
川
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
全
国
高
校
総

体
優
勝
報
告   

28
日
　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式 

30
日
　
第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

   

８
日
　 

９
月
定
例
市
議
会（
〜
18
日
） 

     

13
日
　
第
７
回
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り  

／ 

第
５

回
市
発
明
工
夫
展 

17
日
　
糠
沢
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
工
式 

18
日
　
劇
団
四
季 

こ
こ
ろ
の
劇
場 

21
日
　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
総
決
起
集
会
・

合
同
出
発
式 

26
日
　
主
要
地
方
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線
、
都
市

計
画
道
路
太
田
川
口
線
開
通
式
／
第
23
回
も

り
よ
し
合
唱
祭 

27
日
　
第
19
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ

ソ
ン 

30
日
　
志
茂
田
景
樹
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
劇
場 

   

１
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
基
本
協
定
調
印
式 

３
日
　
第
９
回
縄
文
ま
つ
り 

４
日
　
第
４
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
／
第
２
回

あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会 

６
日
　
秋
田
大
学
と
連
携
協
定
締
結
式 

10
日
　
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典
／
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
９ 

11
日
　
直
木
賞
作
家 

渡
辺
喜
恵
子
先
生
を
偲
ぶ
会 

18
日
　
鷹
巣
東
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念

式
典 

24
日
　
第
４
回
北
秋
田
市
産
業
祭 

25
日
　
第
22
回
東
京
鷹
巣
会
総
会 

31
日
　
平
成
21
年
北
秋
田
市
文
化
祭 

       

１
日
　
第
23
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会 

２
日
　
畠
山
義
郎
さ
ん（
木
戸
石
）が
県
文
化
功

労
章
を
受
章 

３
日
　
第
４
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
／
松
田
孫
明

さ
ん（
綴
子
）が
教
育
功
労
で
瑞
宝
双
光
章
、

神
成
昭
弘
さ
ん（
本
屋
敷
）が
更
生
保
護
功
労

で
藍
綬
褒
章
を
受
章 

４
日
　
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
の
開

催
地
が
北
秋
田
市
に
決
定
。
市
に
種
苗
交
換

会
推
進
室
を
設
置 

７
日
　
第
２
回
ふ
る
さ
と
料
理
収
穫
祭 

８
日
　
阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い
／
旧
竜
森
小

跡
地
が「
竜
森
小
公
園
」に 

13
日
　
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
鷹
巣
南
中 

14
日
　
鷹
巣
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
少
30
周

年
式
典 

15
日
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ
が
30
周
年 

20
日
　
市
民
病
院
市
民
見
学
会（
〜
22
日
） 

30
日
　
12
月
定
例
市
議
会（
〜
12
月
11
日
） 

   

５
日
　
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜

１
月
17
日
） 

12
日
　
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き 

25
日
　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き 

※
12
月
は
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。 

５
月

５
月

Ｍ
Ａ
Ｙ

６
月

６
月

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ

７
月

７
月

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｙ

８
月

８
月

Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

９
月

９
月

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

10
月

10
月

Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

11
月

11
月

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

12
月

12
月

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

▲待望の西鷹巣大橋が完成し、渡り初め（9/26） ▲鷹巣東小学校創立130周年記念式典（10/18） 

▲たくさんの市民でに賑わった北秋田市産業祭（10/24-25） ▲成田為三の音楽を歌い継いだ浜辺の歌音楽祭（11/3） 

▲マタギ街道をゆっくり楽しむ観光馬車運行開始（5/2） ▲バイオエタノール実証実験プラントが竣工（6/10） 

▲運行が決まった「阿仁ゴンドラで行く森吉山紀行」（7/7） ▲開院日の変更を説明した市民病院住民説明会（8/22-23） 

『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 
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一
九
一
三
（
大
正
二
）
十
一
月
六
日
、秋
田
県
仙
北
郡
檜

木
内
村
下
檜
木
内
に
、父
栗
生
澤
米
太
郎
、母
ハ
ツ

の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

一
九
一
六
（
大
正
五
）
父
が
鷹
巣
町
北
塚
ノ
岱（
現
材
木

町
）に
製
材
工
場
を
創
業
し
転
居
。 

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
鷹
巣
尋
常
小
学
校
に
入
学
。 

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
八
歳
。
四
月
、
北
海
道
釧
路
市

茂
尻
矢
町
の
二
木
貞
吉
に
望
ま
れ
て
養
女
と
な
っ

た
が
、十
二
月
鷹
巣
に
帰
る
。 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
秋
田
県
立
能
代
高
等
女
学
校
に

入
学
。冬
は
寮
生
活
を
送
る
。小
説
を
読
み
あ
さ
る
。 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
三
月
、
同
校
卒
業
。
上
京
し
て
叔

父
宅
に
寄
宿
し
、花
嫁
修
業
を
行
う
。 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
十
九
歳
。画
学
生
渡
辺
茂
と
婚
約
。 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
結
婚
の
た
め
広
島
へ
行
く
。 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
夫
胸
を
病
み
入
院
。そ
の
後
夫

婦
は
療
養
の
た
め
四
国
へ
転
地
。 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
父
米
太
郎
死
去
。
上
京
。 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
正
月
、夫
死
去
。 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
友
人
と
タ
イ
プ
印
刷
の
事
務

所
を
持
つ
。仕
事
の
か
た
わ
ら
同
人
誌
を
つ
く
る
。 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
処
女
作
、
短
編
集
「
い
の
ち
の

あ
と
さ
き
」
を
国
文
社
よ
り
出
版
。
同
人
誌
『
文
芸

主
潮
』に
入
会
。 

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
三
十
歳
。三
月
、母
の
故
郷
・
岩

手
の
福
岡
へ
疎
開
。「
馬
淵
川
」
の
執
筆
に
か
か
る
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
疎
開
す
る
と
き
用
意
し
た
三

千
枚
の
原
稿
用
紙
を
ほ
と
ん
ど
使
い
切
っ
た
頃
終

戦
。九
月
上
京
。 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
『
明
日
』
に
「
末
の
松
山
（
馬
淵

川
の
一
部
）」を
発
表
。 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
『
三
田
文
学
』
に
入
る
。
暮
、
木

下
利
秀
と
再
婚
。 

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
紙
が
出
回
り
は
じ
め
て
出
版

社
が
増
え
る
。『
明
日
』『
女
性
改
造
』『
新
女
苑
』
な

ど
に
執
筆
。同
人
誌『
下
界
』同
人
と
な
る
。 

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
母
ハ
ツ
死
去
。 

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
『
新
文
明
』
に
「
馬
淵
川
」
を
十

三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
。 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
四
五
歳
。
四
月
、「
馬
淵
川
」
刊

行
。七
月
、同
作
品
に
よ
り
第
四
十
一
回
直
木
賞
を

受
賞
。 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
「
地
蔵
流
し
」「
白
と
紫
」
出
版
。

「
馬
淵
川
」フ
ジ
Ｔ
Ｖ
で
ド
ラ
マ
化
。 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
「
白
と
紫
」
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
で
ド
ラ

マ
化
。 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）「
京
お
と
こ
ー
大
谷
竹
次
郎
物

語
」刊
行
。 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
五
十
歳
。「
饑
渇
っ
子
」発
行
。

改
題
の「
南
部
女
人
抄
」が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
で
放
送
。 

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）「
黝
い
血
」刊
行
。 

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
秋
田
魁
新
聞
に
「
原
生
花
園
」

を
連
載
開
始（
完
結
は
昭
和
四
四
年
）。 

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
　「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」、 

け
が
つ 

あ
お
ぐ
ろ 

■
文
学
賞
の
最
高
賞
を
受
賞 

　
渡
辺
さ
ん
が
小
説
「
馬
淵
川
」で
、芥
川
賞
と
な
ら
び
文
学

界
の
最
高
賞
の
一
つ
と
さ
れ
る
直
木
賞（
第
41
回
）を
受
賞
し

た
の
は
昭
和
34
年
。秋
田
県
人
と
し
て
初
受
賞
、ま
た
、現
在

の
直
木
賞
の
選
考
委
員
で
も
あ
る
平
岩
弓
枝
と
と
も
に
女
性

二
人
が
同
時
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
大
き
な
話
題
に
な

り
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
旧
南
部
藩
の
一
商
家
に
生
き
た
女
四
代
の
生
涯

を
馬
淵
川
の
流
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い
た
大
河
小
説
。
戦
時

中
、母
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
岩
手
県
二
戸
郡
石
切
所
村（
後
の

福
岡
町
、現
二
戸
市
）に
疎
開
し
て
い
た
頃
、す
で
に
草
稿
を

書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
一
部
は
昭
和
22
年
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、全
編
を
発
表
し
た
の
は
同
30
年
、ま
た
、単
行
本
化

さ
れ
た
の
は
筆
を
執
っ
て
か
ら
15
年
後
の
同
34
年
４
月
の
こ

と
で
し
た
。 

　
選
考
委
員
の
一
人
、海
音
寺
潮
五
郎
は
、「
男
女
多
数
の
人

物
を
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
た
せ
て
書
き
わ
け
て
い
る
点
、

才
能
の
富
贍
が
十
分
に
う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
人
の
本
質
は

詩
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
篇
に
み
な
ぎ
る
詩
情
が
ま
こ

と
に
楽
し
か
っ
た
」と
評
し
て
い
ま
す
。 

 

■
生
い
立
ち 

　
渡
辺
さ
ん
は
大
正
３
年
、秋
田
県
仙
北
郡
檜
木
内
村（
現
仙

北
市
）で
父
栗
生
澤
米
太
郎
、母
ハ
ツ
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
父
は
岩
手
県
和
賀
郡
十
二
鏑
村
（
現
花
巻
市
東
和

町
）出
身
の
木
材
商
人
で
し
た
。商
売
の
た
め
秋
田
の
鹿
角
、

二
ツ
井
、生
保
内
、檜
木
内
な
ど
に
移
り
住
み
ま
し
た
が
、大

正
５
年
、渡
辺
さ
ん
が
２
歳
の
と
き
、郡
役
所
や
国
鉄
の
駅
が

あ
り
、
木
材
の
集
散
地
で
も
あ
っ
た
鷹
巣
に
落
ち
着
き
ま
す
。 

　
こ
こ
で
、後
の
丸
米
木
材
㈱
と
な
る
製
材
工
場
を
創
業
、会

社
の
経
営
は
関
東
大
震
災
後
の
木
材
需
要
も
あ
っ
て
順
調
に

軌
道
に
乗
り
、
渡
辺
さ
ん
も
使
用
人
が
何
人
も
い
る
大
き
な

家
で
育
ち
ま
し
た
。 

　
家
の
隣
接
地
（
現
市

文
化
会
館
敷
地
）
に
は

広
い
原
っ
ぱ
や
水
連
の

咲
く
沼
が
あ
り
、
少
女

時
代
は
四
季
を
通
じ
友

人
た
ち
と
一
日
中
遊
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
頃
の
思
い
出
が
、

小
説
「
み
ち
の
く
子
供

風
土
記
」
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

　
鷹
巣
尋
常
小
学
校
３

年
生
の
と
き
、
父
が
釧

路
の
友
人
か
ら
酒
席
で

渡
辺
さ
ん
を
養
女
に
ほ

し
い
と
い
う
懇
願
を
受
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、一
時
期
、釧
路

で
生
活
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、母
方
の
祖
父
が

激
怒
し
た
た
め
母
に
連
れ
戻
さ
れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
と
き
は
釧
路
の
生
活
に
な
じ
み
、
ア
イ
ヌ
の
友
人
も

で
き
た
そ
う
で
す
。後
年
、友
人
に
は
霧
に
包
ま
れ
た
釧
路
の

ま
ち
の
魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。昭
和
43
年
に
は
、幕
末
に
鳥

取
か
ら
釧
路
に
渡
っ
た
家
族
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
描
い

た
「
原
生
花
園
」を
秋
田
魁
新
聞
に
連
載
し
て
い
ま
す
が
、釧

路
で
の
体
験
が
創
作
の
原
点
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　 ■
多
感
な
女
学
生
時
代 

　
小
学
校
卒
業
後
、旧
制
県
立
能
代
高
等
女
学
校（
現
在
の
能

代
北
高
）
に
入
学
し
ま
す
。夏
は
汽
車
通
学
、
冬
は
寮
に
入
る
、

と
い
う
生
活
で
し
た
。同
校
は
当
時
、良
妻
賢
母
育
成
を
使
命

と
し
た
厳
格
な
校
風
で
し
た
が
、
汽
車
で
は
男
子
と
会
話
し

た
り
、禁
じ
ら
れ
て
い
た
菊
池
寛
の
恋
愛
小
説
を
読
み
ふ
け
っ

て
し
か
ら
れ
た
り
と
、奔
放
な
女
学
生
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
文
学
に
関
心
を
寄
せ
、読
書
に
没
頭
し
た
の
も
こ
の
頃
。火

の
気
の
な
い
寮
で
、「
嵐
が
丘
」や「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」な
ど

翻
訳
小
説
や
長
編
を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
。当
時
の
校
長
は
、

能
代
高
女
時
代

渡
辺
喜
恵
子�

年
譜

直
木
賞
受
賞
作
﹁
馬
淵
川
﹂

▽

 

▽ 

い
し
き
り
ど
こ
ろ

じ
ゅ
う
に
か
ぶ
ら

ふ
せ
ん

平成元年頃の渡辺喜恵子さん（東京・本駒込の自宅で）
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母
子
像「
秋
田
の
赤
い
靴
」（
秋
田
市
明
徳
館
前
） 

　
　
「
原
生
花
園
」三
部
作
刊
行
。 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）「
海
の
幸
」刊
行
。同
作
品
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ「
日
曜
名
作
座（
声
の
出
演 

森
繁
久
彌
・
加
藤

道
子
）」で
放
送
さ
れ
る 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）「
原
生
花
園
」が「
ア
ン
ラ
コ
ロ

の
唄
」
と
し
て
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
。「
湯

治
場
風
土
記
」
刊
行
。 

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
六
十
歳
。「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木

陰
に
」刊
行
。「
海
の
幸
」が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
ド
ラ
マ
化 

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」「
南
部
女

人
抄
」発
行
。 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
「
風
に
咲
く
プ
ァ
マ
レ
」
刊
行
。 

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
「
馬
淵
川
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
名

作
座
で
放
送
さ
れ
る 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）「
夜
明
け
の
河
」発
行
。 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
「
啄
木
の
妻
（
上
・
中
・
下
）
」
発

行
。 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
「
北
国
食
べ
歩
き
風
土
記
」
発

行
。 

一
九
八
一
（
昭
和
五
七
）
劇
団
文
化
座
が
「
啄
木
の
妻
」

を
舞
台
化
、初
演
。 

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）「
暮
ら
し
の
つ
く
ろ
い
　
て
ば

た
ら
き
」発
行
。 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
七
十
歳
。秋
田
魁
新
報
社
に
一

千
万
を
寄
付
、
こ
の
寄
付
を
基
金
の
一
部
と
し
て

さ
き
が
け
文
学
賞
創
設
さ
れ
る
。 

　「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」の
映
画
化
が
桜
田
淳

子
主
演
で
新
日
本
製
作
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

社
長
・
島
田
洋
州
）
に
よ
り
企
画
さ
れ
鷹
巣
、
合
川

な
ど
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
が
、
資
金
繰
り
悪
化
の

た
め
制
作
が
中
断
さ
れ
、ま
ぼ
ろ
し
の
映
画
と
な
っ

た
。 

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）「
万
灯
火
」
発
行
。 

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
」

建
設
資
金
と
し
て
一
千
万
円
を
寄
付
。 

一
九
八
九
（
平
成
元
）
七
五
歳
。八
月
、「
南
部
九
戸
落
城
」

発
行
。十
一
月
五
日
、み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
が

竣
工
、渡
辺
喜
恵
子
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
る
。 

一
九
九
二
（
平
成
三
）
た
か
の
す
風
土
館（
現
北
秋
田
市

文
化
会
館
）
が
竣
工
、
こ
け
ら
落
し
と
し
て
、
た
か

の
す
劇
団
、
市
民
、
劇
団
文
化
座
に
よ
る
演
劇
『
み

ち
の
く
子
供
風
土
記
』が
上
演
さ
れ
る
。 

直
木
賞
の
目
録
及
び
正
賞
の
銀
時
計
な
ど
を

鷹
巣
町
に
寄
贈
。 

一
九
九
四
（
平
成
六
）
十
一
月
八
日
、秋
田
市
明
徳
館
前

に
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
に
描
か
れ
た
ミ
ス
・
ハ
リ

ソ
ン
と
金
子
ハ
ツ
の
母
子
像
「
秋
田
の
赤
い
靴
」

が
建
立
さ
れ
る
。 

一
九
九
七
（
平
成
九
）
八
月
八
日
、八
三
歳
で
逝
去
。 

一
九
九
八
（
平
成
十
）
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
を
舞
台
化

し
た
一
人
芝
居
『
足
の
裏
の
神
様
』（
脚
本
：
松
山

善
三
、
演
出
：
斉
藤
耕
一
）
が
秋
田
市
出
身
の
女

優
・
浅
利
香
津
代
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
。 

能
代
市
助
役
な
ど
も
務
め
た
坂
本
定
徳
。渡
辺
さ
ん
は
後
年
、

「
そ
ん
な
私
を
一
番
理
解
し
て
く
れ
た
の
は
坂
本
校
長
。直
木

賞
受
賞
後
、
真
っ
先
に
お
礼
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

だ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。  

 

■
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て 

　
昭
和
６
年
、女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、花
嫁
修
業
の
た
め
上

京
し
ま
す
。
こ
の
頃
は
ま
だ
作
家
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。同
10
年
、画
学
生
だ
っ
た
渡
辺
茂
と
結

婚
し
夫
の
故
郷
広
島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
幸
せ

は
長
く
続
か
ず
、再
上
京
後
の
同
14
年
、25
歳
の
時
に
夫
を
病

気
で
失
い
ま
す
。 

　
悲
し
み
は
深
く
、
軍
靴
の
響
き
が
徐
々
に
高
ま
る
東
京
で

生
活
の
た
め
懸
命
に
働
く
傍
ら
、
亡
き
夫
へ
の
思
い
や
周
辺

の
こ
と
な
ど
を
原
稿
用
紙
に
綴
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
が
処

女
作
「
い
の
ち
の
あ
と
さ
き
」と
し
て
出
版
さ
れ
、作
家
へ
の

転
機
と
な
り
ま
す
。 

　
昭
和
46
年
に
は
、夭
折
の
天
才
画
家
・
青
木
繁
の
生
涯
を
描

い
た
小
説
「
海
の
幸
」を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、画
家
を
目
指

し
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
夫
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
、
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
19
年
、
空
襲
の
激

し
く
な
っ
た
東
京
か
ら
母

の
ふ
る
さ
と
岩
手
の
福
岡

に
疎
開
し
、「
馬
淵
川
」
を

執
筆
し
ま
す
。 

　
終
戦
後
、
再
び
上
京
す

る
と
書
き
上
げ
た
草
稿
は

タ
ン
ス
に
大
切
に
し
ま
い
、

同
人
誌
の
編
集
な
ど
を
手
伝
い
な
が
ら
、
創
作
活
動
を
続
け

ま
す
。昭
和
24
年
、多
く
の
作
家
が
育
っ
た
文
芸
誌
「
三
田
文

学
」の
同
人
に
な
り
ま
す
。そ
こ
に
い
た
柴
田
連
三
郎
や
遠
藤

周
作
な
ど
と
交
流
を
始
め
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。 

　
同
年
、木
下
利
秀
と
再
婚
。こ
の
頃
に
な
る
と
紙
も
出
回
り

始
め
て
出
版
事
情
も
良
く
な
り
、
著
述
生
活
も
軌
道
に
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
直
木
賞
受
賞
ま
で
の
期
間
、「
明
日
」

「
女
性
改
造
」な
ど
い
く
つ
も
の
同
人
誌
に
小
説
を
発
表
、作

家
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
ま
す
。 

 

■
徹
底
し
た
取
材
を
も
と
に
作
品
を
執
筆 

　
直
木
賞
受
賞
後
も
、特
に
気
負
う
こ
と
も
な
く
、題
材
に
つ

い
て
時
間
を
か
け
て
綿
密
な
取
材
を
重
ね
徹
底
的
に
調
べ
上

げ
る
執
筆
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
ま
し
た
。生
涯
で
刊
行
さ
れ
た
小

説
は
15
作
、エ
ッ
セ
イ
が
５
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
著
作
は
、「
馬
淵
川
」
や
「
啄
木
の
妻
」「
万
灯
火
」
の
よ
う
に
、

波
乱
の
生
涯
を
送
っ
た
北
国
の
女
性
を
主
人
公
と
し
た
作
品

が
多
く
、
女
の
哀
歓
と
時
代
の
荒
波
の
中
を
力
強
く
生
き
抜

く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
鷹
巣
で
の
少
女
時
代
の
記
憶
を
詩
情
豊
か
に
描
い

た
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、郷
土
に

対
し
て
深
い
愛
着
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
は
、
旧
鷹
巣
町
が
ふ
る
さ
と
文
化
運
動
の
拠
点

と
し
て
、「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
」を
建
設
し
た
際
に
は

多
額
の
寄
付
を
寄
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
人
作
家
の
登
竜
門

と
な
っ
て
い
る「
さ
き
が
け
文
学
賞
」も
渡
辺
さ
ん
の
寄
付
を

基
金
の
一
部
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

■
舞
台
・
ド
ラ
マ
に
も 

　
ド
ラ
マ
・
演
劇
と
し
て
脚
色
さ
れ
た
作
品
も
多
く
、「
馬
淵

川
」「
白
と
紫
」「
原
生
花
園
」「
海
の
幸
」は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と

し
て
放
映
さ
れ
、「
啄
木
の
妻
」
や
「
み
ち
の
く
子
供
風
土

記
」「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」は
舞
台
化
さ
れ
ま
し
た
。「
馬
淵
川
」

「
海
の
幸
」は
、森
繁
久
彌
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
ラ
ジ

オ
番
組
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
名
作
座
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
「
み
ち
の
く
子
供

風
土
記
」
は
、
平
成
３
年
に
劇

団
文
化
座
と
地
元
・
た
か
の
す

劇
団
に
よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ
、

現
在
の
市
文
化
会
館
で
、
多
く

の
市
民
も
出
演
し
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
59
年
に

は
桜
田
淳
子
主
演
に
よ
り
映

画
化
も
試
み
ら
れ
、
市
内
各
所

で
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
が

資
金
不
足
な
ど
の
事
情
で
未
完
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
秋
田
の
愛
の
物
語
に
光 

　
海
外
に
題
材
を
求
め
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。
日
系
ハ
ワ
イ

移
民
の
苦
難
の
歴
史
や
生
活
を
描
い
た
「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木

陰
に
」「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」「
風
に
咲
く
プ
ァ
マ
レ
」の
３
部

作
が
そ
れ
で
す
。 

　
ハ
ワ
イ
で
の
取
材
中
、後
に
「
秋
田
の
赤
い
靴
」と
し
て
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
小
さ
な
記
事
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
明
治
中
期
、
秋
田
に
滞
在
し
た
宣
教
師
カ
ラ
・
ジ
ェ
ム

ス
・
ハ
リ
ソ
ン
女
史
と
、婦
人
刑
務
所
の
死
刑
囚
の
子
と
し
て

生
ま
れ
、
ハ
リ
ソ
ン
に
命
を
救
わ
れ
た
金
子
ハ
ツ
と
の
実
話

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
は
、秋
田
で
の
二
人
の
こ
と
を
調
べ
上
げ
、母
子

愛
の
物
語
と
し
て
「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」
の
中
に
収
め
ま
し

た
。
秋
田
市
の
明
徳
館
前
に
は
、
県
内
の
女
性
団
体
な
ど
に

よ
っ
て
二
人
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　 

【
主
な
著
作
】 

「
い
の
ち
の
あ
と
さ
き
」（
処
女
作
　
Ｓ
17
）／「
末
の
松
山（
Ｓ

23
）／「
馬
淵
川
」（
Ｓ
34
）／「
地
蔵
流
し
」「
白
と
紫
」（
Ｓ
35
）／

「
黝
い
血
」（
Ｓ
42
）／「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」「
原
生
花
園
」

（
Ｓ
44
）／「
海
の
幸
」（
Ｓ
46
）／「
湯
治
場
風
土
記
」（
Ｓ
47
）／

「
プ
ル
メ
リ
ア
の
木
陰
に
」（
Ｓ
49
）／「
南
部
女
人
抄
」（
Ｓ
50
）

／「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」（
Ｓ
50
）／「
夜
明
け
の
河
」（
Ｓ
54
）／

「
啄
木
の
妻
」（
Ｓ
55
）／「
暮
ら
し
の
つ
く
ろ
い
手
ば
た
ら
き
」

（
Ｓ
58
）／「
万
灯
火
」（
Ｓ
61
）／「
南
部
九
戸
落
城
」（
Ｈ
元
） 

 【
渡
辺
喜
恵
子
展
】 

▽
北
秋
田
市
文
化
会
館
／
平
成
21
年
10
月
〜（
展
示
中
） 

著作の一部（鷹巣図書館）

テレビドラマや舞台になった作品も多い。昭和59年には「み
ちのく子供風土記」の映画化が企画され、市内各所でロケ
が行われました（旧鷹巣南中学校での運動会のシーン／宮
野明義さん撮影によるスチール写真）

直木賞受賞後、「馬淵川」の登場人物のモデルとなった

国分ハルさんを訪ねて（昭和34年、岩手県福岡町）

て
い
と
く 
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　政府は文化の日の11月３日、平成21年秋の叙勲受

章者と褒章受章者を発表しました。北秋田市からは、

教育功労で元鷹巣中学校長の松田孫明さんが「瑞宝

双光章」、更生保護功績で保護司の神成昭弘さんが「藍

綬褒章」を受章されました。 

　また、11月２日には平成21年度秋田県文化功労者

の表彰式が県正庁で行われ、北秋田市の畠山義郎さ

んが詩の普及・発展での功労により、佐竹知事から

表彰を受けました。 

　３人の経歴と功績をご紹介します。 

松田孫明さん 
（綴子字佐戸岱・74歳） 

瑞
宝
双
光
章 

　
昭
和
33
年
秋
田
大
学
学
芸
学
部
卒
業
後
、同

年
９
月
か
ら
鷹
巣
中
学
校
講
師
と
し
て
教
壇

に
立
ち
、同
35
年
４
月
に
竜
森
中
学
校
教
諭
と

し
て
採
用
。
そ
の
後
、
鷹
巣
南
中
学
校
、
鷹
巣

中
学
校
、
鷹
巣
小
学
校
、
北
教
育
事
務
所
主
任

管
理
主
事
な
ど
を
経
て
、同
62
年
４
月
か
ら
上

小
阿
仁
中
学
校
長
、平
成
元
年
４
月
か
ら
合
川

中
学
校
長
、同
５
年
４
月
か
ら
鷹
巣
中
学
校
長

を
歴
任
、同
７
年
３
月
に
定
年
退
職
。 

　
そ
の
後
、
平
成
８
年
10
月
か
ら
同
15
年
５

月
ま
で
旧
鷹
巣
町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務

め
教
育
行
政
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
父
親
が
高
校
の
理
科
教
諭
だ
っ
た
影
響
を

受
け
、
理
科
を
専
攻
。
現
職
時
代
は
、
観
察
や

実
験
を
通
し
て
楽
し
く
物
事
の
本
質
を
学
ぶ

学
習
指
導
を
信
条
と
し
、子
ど
も
た
ち
の
理
科

教
育
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、地
域
住
民
や
保
護
者
と
の
連
携
を

図
り
卓
越
し
た
企
画
調
整
と
指
導
力
を
発
揮

し
、高
い
教
育
理
念
と
識
見
、情
熱
を
も
っ
て
、

学
校
経
営
の
み
な
ら
ず
広
く
教
育
行
政
に
携

わ
り
、平
成
13
年
１
月
に
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

国
史
跡
指
定
に
貢
献
す
る
な
ど
、地
域
教
育
の

充
実
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

－教育功労－ 

畠山 義郎 さん 
（木戸石・85歳） 

　
青
年
時
代
か
ら
詩
作
活
動
に
携
わ
り
、大
戦

中
の
昭
和
16
年
か
ら
同
18
年
ま
で
月
刊
詩
誌

「
詩
叢
」
を
主
宰
し
、
戦
後
は
「
奥
羽
詩
人
」「
ハ

ン
イ
」「
序
」
な
ど
の
編
集
同
人
と
し
て
参
画
、

さ
ら
に
「
密
造
者
」
の
発
行
責
任
者
を
務
め
る

な
ど
、県
内
の
詩
文
芸
活
動
の
高
揚
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
著
書
も
、昭
和
24
年
の「
晩
秋
初
冬
」か
ら
平

成
20
年
の「
続
・
続
・
続
・
続
・
続 

鄙
の
こ
こ
ろ
」

の
現
在
ま
で
自
作
詩
集
や
編
纂
者
著
作
品
、人

物
評
伝
、
エ
ッ
セ
イ
集
な
ど
多
数
刊
行
、
こ
の

中
で
対
話
集「
ま
さ
ひ
で
も
あ
ぐ
ら
」（
昭
和
37

年
）、海
岸
砂
防
林
考「
松
に
聞
け
」（
平
成
10
年
）

の
２
冊
は
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
36
年
か
ら
同
60
年
ま
で
「
さ
き

が
け
詩
壇
」
の
選
者
、
同
55
年
か
ら
同
58
年
ま

で
「
あ
き
た
の
文
芸
」
詩
部
門
選
考
委
員
を
務

め
る
な
ど
、後
進
の
指
導
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
平
成
５
年
に
は
、青
少
年
の
詩
文
化
の
醸
成

を
目
指
し
、
小
中
高
児
童
生
徒
に
よ
る
「
北
東

北
子
ど
も
の
詩
大
賞
」
を
創
設
、
現
在
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。 

秋
田
県
文
化
功
労
章 

神成昭弘さん 
（鷹巣字本屋敷・77歳） 

　
昭
和
59
年
４
月
か
ら
25
年
間
、保
護
司
と
し

て
保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
を
支
援
し
、社
会

復
帰
へ
の
指
導
に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
７
年
１
月
１
日
生
ま
れ
。昭
和
22
年
に

旧
鷹
巣
町
職
員
に
採
用
。
住
民
課
長
だ
っ
た

同
59
年
４
月
に
保
護
司
会
長
の
勧
め
で
保
護

司
に
な
り
、以
来
鷹
巣
地
区
で
20
人
以
上
の
保

護
観
察
対
象
者
を
担
当
。
ま
た
、矯
正
施
設
に

入
所
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
、釈
放
後
の
帰
住

先
が
更
生
の
た
め
に
適
当
か
ど
う
か
を
調
査

す
る
環
境
調
整
で
は
、10
人
以
上
を
担
当
し
更

生
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、平
成
３
年
３
月
に
同
町
役
場
を
定

年
退
職
後
、同
年
４
月
か
ら
１
年
余
り
(社)
鷹
巣

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
を
務
め
、同
11
年

４
月
か
ら
北
秋
田
地
区
保
護
司
会
理
事
、同
15

年
４
月
か
ら
同
会
常
務
理
事
、同
17
年
４
月
か

ら
同
会
副
会
長
を
歴
任
、同
19
年
10
月
に
は
法

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
現
在
は
、(社)
県
北
報
公

会
理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、規
定
に
よ
り
76
歳
以
上
は
再
委
嘱（
任

期
２
年
）
さ
れ
な
い
た
め
、
今
任
期
が
終
了
し

た
11
月
に
保
護
司
を
退
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

－更生保護功績－ 

藍
綬
褒
章 

－詩の普及・発展－ 

し
そ
う 

ひ
な 

 受章おめでとうございます受章おめでとうございます受章おめでとうございます
工藤與助さん／後藤久美さん／佐藤正孝さん／三澤敏行さん／〜受賞おめでとうございます

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞 

　
平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
佐
藤
正
孝
さ
ん

（
68
歳
）
＝
松
葉
町
＝
が
11
月
２
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
か
ら
保
険
医
（
歯
科
）

代
表
と
し
て
鷹
巣
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
を
務

め
、
合
併
後
も
引
き
続
き
北
秋
田
市
国
保
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
26
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
国
保

事
業
の
発
展
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
健
全
運
営
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
後
は
国

保
税
の
均
一
課
税
を
提
言
し
、
合
併
翌
年
度
の
導

入
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

〜
市
国
保
運
営
協
議
会
委
員 

佐
藤
正
孝
さ
ん 

全
国
土
地
改
良
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞 

〜
市
綴
子
土
地
改
良
区
理
事
長 

三
澤
敏
行
さ
ん 

高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章 

　
旧
森
吉
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
工
藤
與
助
さ
ん（
88
歳
）＝
米
内
沢
＝
が

こ
の
ほ
ど
高
齢
者
叙
勲
の
旭
日
単
光
章
（
地
方
自

治
功
労
）
を
受
章
し
、
11
月
５
日
、
市
役
所
森
吉
庁

舎
で
長
岐
哲
行
北
秋
田
地
域
振
興
局
長
か
ら
伝
達

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
工
藤
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
森
吉
町
議
会
議
員
に

当
選
、
平
成
元
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
の
永
き
に

わ
た
っ
て
森
吉
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、総
務
常
任
委
員
長
、文
教
社
会
常
任
委
員
長
を

歴
任
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

〜
旧
森
吉
町
議
会
議
員
　
工
藤
與
助
さ
ん 

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞 

　
こ
の
ほ
ど
、
第
53
回
秋
田
県
農
業
委
員
大
会
で

農
林
水
産
大
臣
表
彰
の
伝
達
を
受
け
た
、
後
藤
久

美
さ
ん
（
63
歳
）
＝
下
杉
＝
が
、
11
月
９
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、
旧
合
川
町
及
び
北
秋
田
市
の
農

業
委
員
と
し
て
昭
和
53
年
に
就
任
以
来
、
現
在
ま

で
10
期
約
30
年
に
わ
た
り
在
職
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、平
成
５
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
は
、合
川
町

の
会
長
、
合
併
後
引
き
続
き
北
秋
田
市
の
会
長
と

し
て
通
算
約
15
年
間
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
、
地

元
の
農
業
行
政
の
け
ん
引
役
と
し
て
尽
力
し
て
い

ま
す
。 

〜
市
農
業
委
員
会
会
長
　
後
藤
久
美
さ
ん 

　
北
秋
田
市
綴
子
土
地
改
良
区
の
三
澤
敏
行
理
事
長
（
67
歳
）
＝

大
堤
＝
が
、こ
の
ほ
ど
全
国
土
地
改
良
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
、

11
月
６
日
、市
役
所
で
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
三
澤
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
９
月
、
鷹
巣
町
綴
子
土
地
改
良
区
の

理
事
に
な
り
、
平
成
５
年
か
ら
理
事
長

に
就
任
、
現
在
は
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
北
秋
田
支
部
長
、
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
副
会
長
、
市
土
地

改
良
連
絡
協
議
会
長
な
ど
の
要
職
を

務
め
、
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業

の
推
進
と
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 
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鷹
巣
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
奈
良
正
人
団
長
）の
結
成
30
周
年
記
念
式
典
が

11
月
14
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参

加
し
た
団
員
、
卒
団
員
、
保
護
者
、
指
導
員
ら

約
２
０
０
人
が
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
節
目
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
奈
良
団
長
は
「
４
０
０
名
以
上
の
卒
団
員
は

私
の
財
産
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
人
の
た

め
に
時
間
を
使
う
、
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た

大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
30
周
年
を
機
に
原
点

に
返
り
、
未
来
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
み
を

続
け
よ
う
」
な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
現
団
員
を
代
表
し
て
鈴
木
祐
貴
さ

ん
と
佐
藤
瑶
希
さ
ん
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿

な
ど
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
団
員

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
度
「
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
」

が
11
月
13
日
、
鷹
巣
南
中
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
、
人
権
に
つ
い
て
の
標
語
や
作
文
の
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
、
小
中
学
生
な
ど
約
２
５
０
人
が

参
加
し
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
集
い
は
、
大
館
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
栗

田
修
六
会
長
）
が
組
織
す
る
、
県
北
地
域
人
権

啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
主
催
。 

　
栗
田
会
長
が
「
鷹
巣
南
中
は
、
人
権
の
花
運

動
や
人
権
活
動
に
全
校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
人
権
思
考
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
深

く
感
謝
し
ま
す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
小
学
生
人
権
標
語
入
賞
の
田
　
里

花
子
さ
ん
（
浦
田
小
）
、
齊
藤
穂
乃
香
さ
ん
（
鷹

巣
中
央
小
）
、
佐
藤
麻
望
さ
ん
（
鷹
巣
南
小
）
、

中
学
生
人
権
作
文
入
賞
の
笹
原
茉
優
さ
ん
（
鷹

巣
南
中
）
ら
が
標
語
や
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
広
報
紙
な
ど
の
音
読
テ
ー
プ
を
制
作
し
、
市

内
の
視
覚
障
害
者
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
や
ま
び
こ
（
三
澤
甲

江
代
表
）
の
30
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
11
月
15

日
、
市
内
の
料
亭
で
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
の
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。 

　
三
澤
会
長
は
、
「
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
使
命
感
と
と
も
に
地
域
の
み
な
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

続
け
て
い
き
た
い
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。 

　
ま
た
、
音
読
テ
ー
プ
の
利
用
者
で
も
あ
る
来

賓
の
北
秋
盲
人
協
会
・
吉
田
勝
春
会
長
は
、「
音

読
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
精
神
的
に
社
会
参
加
が
で

き
て
い
る
、
と
い
う
自
覚
が
あ
る
。
会
の
発
展

を
心
か
ら
応
援
し
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。 

▲結成30周年を迎えた鷹巣スキーレーシング
スポーツ少年団の記念式典 

人づくり、地域づくりに貢献を ●鷹巣スキーレーシングスポ少30周年式典 

●朗読ボランティアやまびこが30周年 

▲長きにわたり「声の広報」活動を行ってきた朗読
ボランティアやまびこの30周年記念パーティ 

息長く声の広報活動を 

▲人権標語や人権作文の優秀作品表彰や発表
をした、子ども人権デーの集い 

考えよう相手の気持ち、育てよう思いやりの心 ●「子ども人権デーの集い」ｉｎ鷹巣南中 

　
市
消
防
本
部
は
11
月
２
日
、
北
秋
中
央
病
院

で
発
生
し
た
火
災
で
初
期
消
火
活
動
等
に
尽
力

し
た
市
民
ら
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
奏
功
者
と
し
て
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
、

西
根
潤
子
さ
ん（
花
園
町
）、
内
山
太
樹
さ
ん（
綴

子
）、
桂
田
弘
史
さ
ん（
綴
子
）の
３
人
。 

　
火
事
は
、
10
月
14
日
午
後
11
時
頃
に
発
生
。

西
根
さ
ん
は
、
待
合
室
か
ら
中
庭
で
火
事
が
発

生
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
周

辺
に
火
事
ぶ
れ
。
内
山
さ
ん
、
桂
田
さ
ん
は
、

院
内
の
消
火
器
を
手
に
取
り
、
身
を
挺
し
て
初

期
消
火
を
実
施
、
延
焼
を
阻
止
し
ま
し
た
。 

　
贈
呈
式
で
、
藤
島
孝
雄
消
防
長
は
感
謝
状
と

記
念
品
を
手
渡
し
た
あ
と
「
皆
さ
ん
の
素
早
く

的
確
な
行
動
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
勇
気
あ
る
行
動
を
称
え
ま
し
た
。 

　
学
校
統
合
の
た
め
閉
校
と
な
っ
た
旧
竜
森
小

学
校
跡
地
を
整
備
し
よ
う
と
11
月
８
日
、
地
元

住
民
ら
が
木
を
植
え
、「
竜
森
小
公
園
」
と
名

付
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
植
樹
作
業
と
公
園
の
命
名

入
魂
の
式
に
は
、
住
民
ほ
か
３
月
ま
で
同
小
に

通
っ
て
い
た
児
童
、
卒
業
生
、
教
師
な
ど
約
１

０
０
人
が
参
加
、
約
１
㌶
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
な
ど
計
２
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
作
業
終
了
後
の
入
魂
式
で
は
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
公
園
を
「
竜
森
小
公
園
」
と
命
名
す

る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
竜

森
学
区
振
興
協
議
会（
大
川
昭
一
会
長
）で
は
公

園
を
、
野
外
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

　
第
23
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会
（
奥
田

庄
一
郎
会
長
）
が
11
月
１
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷（
東
京
都
）で
行
わ
れ
、
再
会
を
喜
び
ふ

る
さ
と
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
深
め
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
懇
談
会
で
は
、
津
谷
市
長
が
ふ
る

さ
と
の
近
況
を
報
告
し
、
内
陸
線
存
続
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
を
深
め
ま
し
た
。 

　
総
会
で
、
奥
田
会
長
は
「
ど
こ
の
ふ
る
さ
と

会
も
年
々
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
知
り
合
い
な
ど
に
声
を
か
け
て
、
参
加
者
が

増
え
て
い
く
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。 

　
交
流
会
で
は
、
参
加
者
が
各
テ
ー
ブ
ル
を
回

り
、
会
食
し
な
が
ら
、
旧
友
や
知
人
と
の
再
会

を
喜
び
、
懐
か
し
い
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

最
後
は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱
し
て
、

生
れ
育
っ
た
地
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

▲消防長から表彰を受ける３人。左から内山
太樹さん、桂田弘史さん、西根潤子さん 

勇気ある行動で延焼を阻止 ●初期消火活動等の奏功者に感謝状を贈呈 

●第23回東京ふるさと森吉会 

▲懐かしい昔話に花が咲いた「第23回東京
ふるさと森吉会」 

再会を喜び旧交深める 

▲旧竜森小跡に地元住民や子どもらが木を植え
「竜森小公園」と名付けました 

旧竜森小跡地を「竜森小公園」に ●地元住民らで公園整備 

り 

か

こ

 

ま

み

 
ま

ゆ
 

ほ

の

か

 

た
ま
き 

ゆ
う
き 

だ
い
き 

ひ
ろ
ふ
み 
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▼通常の診療時間外
に診療を行う当番医
制度です。診療を受
けられる方は、事前
に電話でご相談くだ
さい。 
▼診療の対象となる
のは応急の診察を要
する方です。仕事や
職場の都合で夜間診
療を受ける場合は、
診療に応じかねます。
▼往診はしていません。
年齢・病気の病状に
かかわらず事前に当
番医へ電話等でご相
談ください。 

12月夜間当番医日程表
日 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

電話番号 

62－1101 

63－0515 

62－1155 

62－2261 

78－3161 

62－1455 

60－1055 

63－2700 

72－4501 

62－1400 

62－2882 

69－7311 

62－1146 

78－3338 

62－1455

医 療 機 関 名  

盛 岡 外 科 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

近 藤 医 院  

津 谷 内 科  

国民健康保険合川診療所 

北 秋 中 央 病 院  

うえだクリニック  

たむら内科クリニック 

公立米内沢総合病院 

石川耳鼻咽喉科医院 

藤 原 医 院  

児玉内科クリニック 

奈 良 医 院  

疋田外科内科医院  

北 秋 中 央 病 院  

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

曜 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

電話番号 

62－1101 

63－0105 

62－1155 

78－3338 

63－0515 

63－2700 

62－2261 

69－5300 

62－1400 

60－1055 

62－1455 

62－2882 

62－1146 

82－2351 

69－7311 

63－0105

医 療 機 関 名  

盛 岡 外 科 医 院  

佐々木産婦人科医院 

近 藤 医 院  

疋田外科内科医院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

津 谷 内 科  

毛利整形外科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

うえだクリニック  

北 秋 中 央 病 院  

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

阿 仁 診 療 所  

児玉内科クリニック 

佐々木産婦人科医院 

ワクチン接種費用助成します ワクチン接種費用助成します ワクチン接種費用助成します 

　新型インフルエンザワクチンは、感染しても重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されるものです。感染

を完全に防ぐものではありませんので、優先度の高い方は、かかりつけ医とよく相談し接種して下さい。ワク

チン予防接種計画は、今後もワクチンの生産状況に応じて変更される場合があります。 

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

12月 １月 ２月 ３月 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 中学生・高校生・高齢者に順次接種 

小学校４～６年生 

１歳未満児等の保護者 

小学校１～３年生 

幼児（１歳～就学前） 

基礎疾患（その他） 

基礎疾患（最優先） 

妊婦 

◆ワクチン接種優先者と接種時期の計画 

◎新型インフルエンザ相談窓口 
　北秋田市健康推進課（北秋田市保健センター） 

  ａ６２－６６６６（受付時間:９時～１７時１５分） 
◎相談日時　毎日 

　１９時３０分～２２時３０分 

12月夜間当番医日程表（診療時間１８:３０〜２１：００）

◆助成の対象となる方（北秋田市民） ◆助成額 

①に該当する方　　 全額助成 

②・③に方当する方　１回につき１５００円 

◆接種手順 

①優先度を参考にして、かかりつけ医に相談し予

　約して接種してください。 

②１歳未満児の保護者・市民税非課税世帯該当の

　方は、接種日予約後、相談窓口に連絡を下さい。

　証明書が必要となり、確認後、証明書受け取り

　等のご案内をします。（証明書は無料発行） 

③助成対象の方は、助成金額を差し引いた自己負

　担分をお支払いください。 

①市民税非課税世帯、生活保護世帯の方 

　※該当と思われる方は、相談窓口にご連絡ください。 

　　接種には証明書が必要です。（無料発行） 

②北秋田市国民健康保険に加入の方 

③１歳から中学校３年生・妊婦 

【注意】 

※条件が重複して該当の方は①の順から優先となり、

それぞれからの助成は受けられません。 

※助成対象の方で既に接種済の方は、接種済票・予診票

の写しを医療機関よりもらい、領収書を添えて健康推

進課（保健センター）までお越しください。 

新型インフルエンザ 

（診療時間１８:３０〜２１：００）

　
第
22
回
東
京
鷹
巣
会（
菊
地
靖
孝
会
長
）総
会
・

懇
親
会
が
10
月
25
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。 

　
総
会
で
菊
地
会
長
は
、「
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
会
の
維
持
発
展
・
創
造
拡

大
さ
せ
る
努
力
を
続
け
た
い
。
郷
里
に
何
か
貢

献
し
た
い
と
、『
ふ
る
さ
と
産
業
促
進
部
』を
立

ち
上
げ
た
が
、
ま
だ
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
た

め
具
体
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
た
い
」
な
ど
と
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
菊
地
会
長
、
津
谷
市
長
ら
が
鏡
割

り
を
行
い
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
お
互
い
の
近

況
や
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
話
が
は
ず
み
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
き
り
た
ん
ぽ
」
も
振

る
舞
わ
れ
、
郷
土
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
訓
練
が
11
月
１

日
、
市
内
各
地
区
４
か
所
で
行
わ
れ
、
消
防
団

員
た
ち
が
有
事
に
備
え
、
本
番
さ
な
が
ら
の
動

き
で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
阿
仁
地
区
が
阿
仁
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
合
川
地
区
は
松
ヶ
丘
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
森
吉
地
区
が
五
味
堀
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
鷹
巣
地
区
が
北
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
糠

沢
）の
市
内
４
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
地
区
の
訓
練
に
は
、
消
防
団
５
分
団
約

50
人
及
び
消
防
本
部
職
員
が
参
加
。
火
災
現
場

か
ら
約
３
０
０
㍍
先
の
消
火
栓
よ
り
ホ
ー
ス
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
放
水
す
る
「
長
距
離
中
継
放

水
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。
サ
イ
レ
ン
が
響
き

わ
た
る
と
、
団
員
ら
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
、
次
々
と
ホ
ー
ス
を
結
合
延
長
し
、
火
災

現
場
に
放
水
し
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
ダ
ム
湖
底
に
沈
む
遺
跡
探
訪
バ
ス
ツ

ア
ー
が
10
月
24
日
、
同
所
で
行
わ
れ
約
60
名
が

参
加
し
、
６
０
０
０
年
前
の
縄
文
人
の
住
居
あ

と
な
ど
を
見
学
し
、
太
古
の
暮
ら
し
を
想
像
し

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
四
季
美
館
と
内
陸
線
阿
仁
前
田

駅
か
ら
バ
ス
で
現
地
入
り
。
は
じ
め
に
森
吉
山

ダ
ム
広
報
館
で
、
市
の
担
当
者
よ
り
、
森
吉
山

ダ
ム
と
小
又
川
流
域
の
縄
文
遺
跡
群
の
発
掘
調

査
概
要
と
見
学
す
る
「
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
」
の
詳

細
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
に
バ
ス
で
移
動
。

参
加
者
ら
は
、
大
黒
柱
跡
が
配
置
さ
れ
て
い
る

竪
穴
住
居
跡
や
食
べ
物
な
ど
を
貯
蔵
し
た
と
さ

れ
る
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
な
ど
見
学
し
て
、
大
昔

の
暮
ら
し
を
想
像
し
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
掻
き
立

て
て
い
ま
し
た
。 

▲菊地会長、津谷市長らの鏡割りで盛会に懇
親会がスタート 

ふるさと談議で親睦を深める ●第22回東京鷹巣会総会 

●森吉山ダム湖底に沈む遺跡探訪バスツアー 

▲森吉山ダムの湖底に沈む二重鳥Ｂ遺跡で説明
を受ける参加者たち 

６千年前の暮らしに、思いを馳せる 

▲本番さながらの訓練が行われた秋の火災予
防運動に伴う訓練 

火災予防体制の充実を図る ●秋の火災予防運動に伴う訓練
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聴衆を美声でいやした「ハーモニーししりこ」

▼

▼平成21年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者のみなさん

▼かわいいお色気で会場を魅了した「森吉ダンスキッズ」

▼全員の息がピタリと合った「合川３Ｂ体操」

▼

美しさと力強さにあふれた書の数々「森書会」

▼ちょっとした手書きの絵を添えるだけで

　手紙の魅力がアップします「絵手紙の会」

実
用
性
も
抜
群
の
編
み
カ
ゴ

﹁
あ
け
ぼ
の
婦
人
部
﹂

▼

演示会場
市文化会館

展示会場
森吉総合スポーツセンター

　
市
文
化
会
館
で
の
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
平
成
21
年
度
北
秋
田

市
芸
術
文
化
功
労
者
表
彰
式
と
奨
励
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
民
謡
の
高
橋
鉄
五

郎
さ
ん
な
ど
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
奨
励
賞
は
優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方
な
ど

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
桜
庭
勇
二
郎
さ
ん
ら
３
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
で
は
、
津
谷
市
長
が
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念
品
を
手
わ

た
し
た
後
、
受
賞
の
栄
誉
を
称
え
、「
合
併
後
の
文
化
祭
は
、
４
地
区

が
相
互
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
成
果
を
紹
介
で
き
る
大
き
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す

ま
す
精
進
し
て
ほ
し
い
」と
期
待
の
言
葉
を
寄
せ
ま
し
た
。  

　
こ
の
後
、受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
功
労
者
の
高
橋
鉄
五
郎
さ
ん
が
、

「
受
賞
に
は
た
い
へ
ん
驚
い
た
。
今
後
も
努
力
を
重
ね
、
多
少
な
り
と

も
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
日
本
の
古
典
芸
能
の
一
つ
「
能

仕
舞
」
が
米
内
沢
宝
生
会
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
、
仕
舞
と
謡
で
格
調

高
く
二
日
間
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
発
表
で
は
、
筝
曲
や
日
舞
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ
、
民
謡

や
大
正
琴
な
ど
各
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
鑑
賞
に
訪

れ
た
市
民
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
展
示
会
場
の
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館
講
座

や
自
主
活
動
な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
や
写
真
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶

芸
、
切
り
絵
な
ど
の
作
品
、
小
中
学
生
の
絵
画
、
書
道
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
21
年
度
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
、
奨
励
賞
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。 

■
芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
者 

▽
高
橋
鉄
五
郎
さ
ん
（
本
城
字
御
嶽
）
▽
佐
藤
泰
子
さ
ん
（
根
田
字
家

ノ
下
）▽
菊
地
ナ
ツ
さ
ん（
羽
根
山
字
屋
布
岱
）
▽
戸
嶋
弘
文
さ
ん（
坊

沢
字
屋
敷
） 

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
者 

▽
佐
藤
ス
ゲ
子
さ
ん（
元
町
）▽
鎌
田
幸
蔵
さ
ん（
坊
沢
字
堀
切
）▽
桜

庭
勇
二
郎
さ
ん（
坊
沢
字
屋
敷
） 

生田流筝曲日本当道会碇谷社中
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北秋田市民病院市民見学会／市長ダイアリー 第４回浜辺の歌音楽祭／北秋田市花だんコンクール

　
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
10
月
26
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、市
長
賞
、花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
協
議
会
長
賞
な
ど
の
受
賞
者
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

　
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
と
緑
に
囲
ま

れ
た
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
手
が
け
た

魅
力
あ
る
花
壇
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
12
団
体

５
個
人
が
応
募
し
、
最
高
賞
の
市
長
賞
に

は
団
体
で
鷹
巣
南
中
学
校
（
渡
邊
一
夫
校

長
）
が
、
家
庭
の
部
で
は
松
尾
フ
ミ
さ
ん

（
栄
字
太
田
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
す
べ
て

の
応
募
者
に
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
で
は
、
市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協

議
会
の
松
岡
福
太
郎
会
長
が
「
全
市
に
統

一
し
て
か
ら
３
年
目
と
な
り
、
比
立
内
か

ら
鷹
巣
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
り
、
地
域
ご

と
に
い
い
花
だ
ん
作
り
を
頑
張
っ
て
お
り
、

各
地
域
に
入
る
と
気
持
ち
が
い
い
。
合
川

地
区
や
森
吉
地
区
に
も
、
も
っ
と
参
加
を

呼
び
掛
け
て
、
花
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
の
高
ま
り
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、松
岡
誠
三
審
査
委
員
長
は「
一
ヶ

月
く
ら
い
前
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
合
わ
せ

て
管
理
す
る
こ
と
が
大
事
。
苦
労
し
て
手

入
れ
さ
れ
た
花
だ
ん
は
非
常
に
素
晴
ら
し

い
」な
ど
と
、講
評
と
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

た
花
だ
ん
づ
く
り
の
コ
ツ
な
ど
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

　
表
彰
者
は
次
の
通
り
。
◎
市
長
賞
＝
鷹
巣

南
中
学
校
、
松
尾
フ
ミ
さ
ん
◎
市
議
会
議
長

賞
＝
大
阿
仁
小
学
校
、
春
日
幸
子
さ
ん
◎
教

育
長
賞
＝
栄
摩
当
婦
人
会
、
渡
辺
敦
子
さ
ん

◎
中
央
公
民
館
長
賞
＝
緑
ケ
丘
自
治
会
、
脇

神
悠
遊
ク
ラ
ブ
◎
推
進
協
議
会
長
賞
＝
合
川

こ
と
ぶ
き
大
学
学
生
会
、栄
婦
人
会
、桜
井
正

一
さ
ん
◎
努
力
賞
＝
糠
沢
快
老
ク
ラ
ブ
、
高

村
岱
老
人
ク
ラ
ブ
、
門
脇
春
江
さ
ん
◎
奨
励

賞
＝
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校
、
七
日

市
本
郷
自
治
会
Ａ
、七
日
市
本
郷
自
治
会
Ｂ 

▲北秋田市花だんコンクールで市長賞を受賞
した松尾フミさん 

　
来
年
４
月
１
日
の
開
院
が
予
定
さ
れ
て

い
る
北
秋
田
市
民
病
院
の
市
民
見
学
会
が

11
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
行
わ
れ
、大
勢
の

市
民
が
県
立
北
欧
の
杜
公
園
に
隣
接
す
る

下
杉
字
上
清
水
沢
地
内
に
建
設
さ
れ
た
５

階
建
の
真
新
し
い
病
院
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。 

　
市
民
病
院
は
、
建
物
を
市
が
整
備
し
、
指

定
管
理
者
が
運
営
す
る
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
た
県
内
初
の
公
設
民
営
方
式
の

病
院
。
当
初
、
10
月
１
日
に
開
院
の
予
定
で

し
た
が
、指
定
管
理
者
と
し
て
予
定
し
て
い

た
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
厚
生
連
）

の「
医
療
機
器
及
び
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の

整
備
が
間
に
合
わ
な
い
」
と
の
理
由
で
、
開

院
を
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
10
月
１
日
に
は
、
津
谷
市
長
が
厚
生
連

の
佐
藤
博
身
理
事
長
と
同
病
院
な
ど
の
管

理
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
署
名
、
調
印

し
ま
し
た
。 

　
市
民
病
院
は
、１
階
が
厨
房
・
倉
庫
等
で
、

２
階
が
来
院
の
出
入
口
と
外
来
・
救
急
・
放

射
線
部
門
、
３
階
が
外
来
・
検
査
・
リ
ハ
ビ

リ
・
透
析
部
門
・
病
棟
、４
階
が
手
術
部
門
・

病
棟
、５
階
が
病
棟
の
配
置
で
す
。 

　
ま
だ
備
品
等
は
搬
入
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
管
理
部
門
や
手
術
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集

中
治
療
室
）
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の
部
屋
を

見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
自
家
用
車
や
秋
田

内
陸
線
大
野
台
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス
を
利

用
し
、大
勢
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。見
学

者
は
、受
け
取
っ
た
資
料
を
見
な
が
ら
、ま

ず
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
５
階
に
上
が
り
、
順

路
に
従
っ
て
自
由
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。 

　
北
秋
中
央
病
院
の
眼
科
と
内
科
に
通
院

し
て
い
る
と
い
う
坊
沢
か
ら
訪
れ
た
男
性

（
72
歳
）
は
「
広
く
て
環
境
も
す
ば
ら
し
い
。

い
ず
れ
こ
こ
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
受
付
や
診
療
科
の
場
所
な
ど
を
確
認

し
た
。今
は
車
で
通
院
で
き
る
が
、運
転
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
の
交
通
の
便
が
心
配
。

薬
局
が
病
院
か
ら
離
れ
て
い
る
が
ど
う
に

か
で
き
な
い
も
の
か
」
な
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

▲大勢の市民が訪れた市民病院の市民見学会 
（手術室付近） 

▲第４回浜辺の歌音楽祭であいさつ 
（11/３） 

平
成
21
年
度
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

地
域
に
花
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

第
４
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

世
代
を
超
え
て
為
三
の
音
楽
を
歌
い
継
ぐ

北
秋
田
市
民
病
院
市
民
見
学
会

広
く
て
環
境
も
す
ば
ら
し
い

　
第
４
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
（
加
賀
隆
寛

実
行
委
員
長
）が
11
月
３
日
、市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、児
童
・
生
徒
や
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
が
成
田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝

ら
し
た
合
唱
曲
を
発
表
、
た
く
さ
ん
の
観

客
を
前
に
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。  

　
同
音
楽
祭
は
、「
浜
辺
の
歌
」を
は
じ
め
、

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲

し
た
本
市
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
音
楽

祭
に
は
、
保
育
園
児
、
小
中
学
生
、
一
般
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
17
団
体
が
参
加
、

約
５
５
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。   

　
開
会
式
で
は
、
三
澤
仁
教
育
長
が
秋
田

県
民
歌
の
冒
頭
を
歌
い
「
秋
田
県
民
歌
も

成
田
為
三
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
歌
曲
。

歌
う
機
会
が
少
な
い
が
県
民
の
皆
さ
ん
に

広
め
て
い
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
鷹
巣
中
央
保

育
園
・
鷹
巣
東
保
育
園
の
発
表
で
は
、園
児

が
「
赤
い
鳥
小
鳥
」「
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
が
」を
合
唱
。園
児
ら
し
い
元
気
溢
れ
る

歌
声
に
満
場
の
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
田
小
学
校

の
発
表
で
は
、
成
田
為
三
が
作
曲
し
た
同

校
の
校
歌
を
合
唱
。
阿
仁
川
の
さ
わ
や
か

な
流
れ
や
雄
大
な
森
吉
山
を
表
現
し
た
校

歌
を
誇
ら
し
げ
に
堂
々
と
歌
い
ま
し
た
。  

　
講
評
で
は
、指
揮
者
・
作
曲
家
の
富
澤
裕

氏
が「
合
唱
は
、み
ん
な
が
一
緒
に
呼
吸
と

心
と
声
を
あ
わ
せ
て
同
じ
気
持
ち
に
な
れ

る
。
皆
さ
ん
は
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を

経
験
し
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と

う
ま
く
な
っ
て
、
も
っ
と
大
き
な
感
動
を

人
々
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
素
晴
ら
し
い
音
楽
祭
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
、
富
澤
氏
の
指
揮
で
出
演
者

全
員
が
観
客
ら
と
と
も
に「
浜
辺
の
歌
」を

合
唱
し
、
歌
う
喜
び
や
歌
う
楽
し
さ
を
共

有
し
、
為
三
の
音
楽
を
歌
い
継
ぎ
ま
し
た
。 

▲世代を超えて為三の音楽を歌い継いだ第４
回浜辺の歌音楽祭 

◇
10
月
16 
日
〜
11
月
15
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

10
月
18
日
（
日
）
▽
鷹
巣
東
小
学
校
創
立
１
３
０

周
年
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会（
鷹
巣
東

小
学
校
、
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

19
日（
月
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合 

組

合
会
議
員
全
員
協
議
会
、組
合
会（
秋
田
市
） 

20
日
（
火
）
▽
第
５
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会

（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

22
日
（
木
）
▽
県
道
二
ツ
井
森
吉
線
改
良
促
進
期

成
同
盟
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

23
日（
金
）▽
第
１
５
５
回
東
北
市
長
会
総
会（
む
つ
市
） 

25
日（
日
）▽
第
22
回
東
京
鷹
巣
会（
東
京
都
） 

26
日（
月
）▽
平
成
21
年
度「
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式（
中
央
公
民
館
） 

27
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
第
62
回
取
締
役
会（
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
） 

28
日（
水
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ（
東
京
都
） 

30
日（
金
）▽
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
大
館
市
） 

31
日（
土
）▽
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭（
文
化
会
館
）
 

11
月
1
日（
日
）▽
第
23
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会（
東
京
都
） 

２
日（
月
）▽
佐
藤
正
孝
氏 

国
保
関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
） 

３
日（
火
）▽
第
４
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭（
文
化
会
館
）▽
社
会
福
祉
法
人
交
楽
会
創

立
20
周
年
記
念
式
典（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

４
日（
水
）▽
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会
秋
季
総
会（
東
京
都
） 

５
日（
木
）▽
工
藤
與
助
氏 

高
齢
者
叙
勲
伝
達
式（
森
吉
庁
舎
） 

６
日（
金
）▽
三
沢
敏
行
氏 

全
国
土
地
改
良
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
平
成
21
年
度
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
） 

７
日（
土
）▽
第
５
回
北
秋
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

８
日（
日
）▽
内
陸
線
沿
線
桜
・
カ
エ
デ
植
樹
活
動（
阿
仁
マ
タ
ギ
駅
）▽
小
林
大
二

郎
氏
市
長
表
彰
授
与
式（
秋
田
市
） 

９
日（
月
）▽
秋
田
県
市
長
会
表
彰
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
後
藤
久
美
氏 

農
林
水
産

大
臣
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
） 

11
日（
水
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

14 
日
（
土
）
▽
鷹
巣
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
30
周
年
記
念
式

典
、記
念
祝
賀
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民
館
） 
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ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

22

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
︵
建
造
物
︶

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
阿
仁
銀
山
字
下
新
町
四 

﹁
専
念
寺
の
山
門
︵
一
棟
︶
﹂

◇
管
理
者
・
専
念
寺 

▲大坂屋彦兵衛の墓石 

学びの広場

郷土の偉大な作曲家を偲ぶ新聞紙で作るエコバック

~「子どもたちの森づくり」活動�~

もりよし文化交流会
〜ダンスや歌などの多彩なステージ〜

１２月６日（日）午前１０時～ 

森吉コミュニティセンター 

ステージ発表・作品展示 

森吉地区の各種自主サークル多数 

藤島尚子バレエ教室・森吉中学校吹奏

楽部 

無料。お気軽にご来場ください 

ＨＥＬＬＯ�ＫＩＤＳ
〜えいごであそぼう！えいごでチャレンジ！〜

１２月５日（土）午前１０時～ 

北秋田市文化会館 

ボニータ・ノーダス 他 

３歳～小学３年生 

（未就学児童は保護者同伴） 

５００円 

３０名 

mackeys@mail.goo.ne.jpまで 

（当日でも受付します） 

「
お
正
月
料
理
講
座
」 

日
　
時
　
12
月
17
日(

木) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時 

場
　
所
　
合
川
公
民
館 

講
　
師
　
田
村
弘
子
さ
ん 

定
　
員
　
先
着
15
人 

材
料
費
　
１
５
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記

用
具 

申
込
期
間
　
12
月
１
日(

火)

〜
８
日(

火) 

「
干
支
の
切
り
絵
講
座
」 

日
　
時
　
12
月
21
日(

月)

・
22
日(

火) 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

場
　
所
　
合
川
公
民
館 

講
　
師
　
鷹
巣
切
り
絵
同
好
会 

内
　
容
　
来
年
の
干
支（
寅
）を
切
り

絵
で
作
り
、色
を
付
け
小
色

紙
に
仕
上
げ
ま
す
。 

定
　
員
　
先
着
15
人 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
カ
ッ

タ
ー（
あ
る
人
の
み
）、筆
記

用
具 

申
込
期
間
　
12
月
１
日(

火)

〜
14 
日(

月)

材
料
費
　
１
５
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・

筆
記
用
具 

定
　
員
　
先
着
15
人

﹁
し
め
飾
り
づ
く
り
教
室
﹂

日
　
時
　
12
月
13
日(

日) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
木
村
正
彦
さ
ん
、
他 

材
料
費
　
３
０
０
円 

持
ち
物
　
昼
食 

定
　
員
　
15
人

﹁
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
﹂ 

日
　
時
　
12
月
24
日（
木
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
荒
川
弘
子
さ
ん 

材
料
費
　
２
０
０
０
円 

持
ち
物
　
花
ば
さ
み 

定
　
員
　
15
人 

﹁
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
﹂お
正
月
の
花 

日
　
時
　
12
月
25
日(

金) 

　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分 

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
長
崎
フ
ラ
ワ
ー 

定
　
員
　
10
人
　
材
料
費
　
２
５
０
０
円 

申
込
期
限
　
12
月
21
日(

月) 

持
ち
物
　
花
ば
さ
み 

 

お
知
ら
せ 

　
「
第
４
回
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
考
慮
し
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

図書館のおはなし会

◆ハッピークリスマス会

◆おはなしでてこいスペシャル

日　時　１２月２０日（日）午前10時～ 

会　場　合川農村環境改善センター 

　　　　合川公民館 　７８-２１１４ 

日　時　１２月１９日（土）午後２時～

会　場　北秋田市文化会館

        　 鷹巣図書館 　６２-３３１１ 

﹁
手
打
ち
そ
ば
体
験
講
座
﹂ 

日
　
時
　
12
月
10
日(

木) 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
若
松
康
夫
さ
ん 

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
︵
史
跡
︶

﹁
大
坂
屋
彦
兵
衛
の
墓
石
﹂

「
専
念
寺
の
山
門（
一
棟
）」 

　
阿
仁
は
福
巌
寺
、長
福
寺
、法
華
寺
な
ど
お

寺
が
多
い
地
区
で
、狭
い
地
域
内
に
６
つ
も

の
寺
が
あ
り
ま
す
。そ
の
理
由
は
、鉱
山
町
と

し
て
栄
え
、全
国
各
地
か
ら
多
く
の
労
働
者

（
坑
夫
）が
集
ま
っ
て
生
活
し
て
い
た
た
め
、

各
種
の
宗
教
信
者
が
い
た
か
ら
で
す
。お
寺

の
一
つ
で
あ
る
専
念
寺
は
、も
と
は
真
木
沢

銅
山
お
台
所
付
近
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、元

和
２
年（
１
６
１
６
）現
在
地
に
再
興
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。専
念
寺
の
定
紋
は「
五
本

骨
違
い
輪
の
定
紋
」で
、秋
田
藩
主
佐
竹
家
よ

り
い
た
だ
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
山
門
は
、元
禄
６
年（
１
６
９
３
）大
阪
か

ら
椙
野
庄
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
阿
仁
に
や
っ

て
来
て
、国
宝
で
あ
る
京
都
の
知
恩
院
山
門

と
同
じ
型
の
門
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
昭
和
８
年
大
修
繕
の
と
き
の
棟
札
か
ら
判

明
。来
年
度
再
度
修
繕
の
予
定
で
す
。） 

 「
大
坂
屋
彦
兵
衛
の
墓
石
」 

　
大
坂
屋
は
、大
阪
の
炭
屋
町
に
あ
り
銅
山

の
経
営
を
し
、彦
兵
衛
は
店
の
手
代
で
、阿
仁

の
真
木
、板
木
沢
、三
枚
銅
山
の
山
師
を
し
て

頑
張
っ
た
人
物
と
い
う
。墓
石
に
は
、元
禄
２

（
１
６
８
９
）年
、同
７
年
と
あ
り
ま
す
。墓
石

は
瀬
戸
内
海
原
産
の
御
影
石
で
、北
前
船
で

大
阪
か
ら
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。阿
仁
鉱
山
と

大
阪
商
人
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
、

上
方
文
化
が
入
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
享
保
年
代（
１
７
１
６
〜
）の
人
口
は
、鉱

山
の
最
盛
期
に
は
１
万
５
千
〜
２
万
に
も
膨

れ
上
が
り
、と
て
も
賑
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
阿
仁
合
地
区
に
は
お
寺
の
他
、銀
山
神
明
社
、

阿
仁
鉱
山
山
神
社
な
ど
神
社
・
神
明
社
も
多
く
、

寺
巡
り
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　 ○
平
成
４
年
３
月
31 
日
指
定 

▽
資
料
／「
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
」「
阿
仁

文
化
財
の
今
昔
」、そ
の
他 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
　
照
内
捷
二 

■ 申 ■ 問 ・ 

■ 申 ■ 問 ・ 

日　時 

会　場 

内　容 

出　演 

ゲスト 

 

入場料 

日　時 

会　場 

講　師 

対　象 

 

参加料 

定　員 

申込み 

　北秋田市森林環境学習「子どもたちの森づくり」

が１１月７日、北欧の杜公園で開催され、市内９校の

小学生４１人と保護者など９０人が参加し、植樹活

動に汗を流しました。 

　子どもたちは、職員から森林の仕組みや働きにつ

いての講話を聞いたあと、実際にサクラ・カエデ・

カツラなど合計２００

本を植樹しました。 

　午後は、秋の陽を浴

びながら、写生やネイ

チャーゲームを楽しみ、

森林の大切さに理解を

深めました。 

　『新聞紙で作るエ

コバック』づくり教

室が１０月９日、阿

仁ふるさと文化セン

ターで開催されました。 

　講師の山野内キミ

子さんが持参した英

字新聞と参加者が読み終わった古新聞を持ち寄って、

今注目されているエコバック作りに挑戦しました。 

　参加者は、完成した作品を見て「手軽で簡単に

作れ、表に英字やカラー写真が出るとおしゃれね」、

「工夫次第でプレゼント用にも充分活用できる」

と喜んでいました。 

　作曲家・成田為三追善墓前演奏会が１０月２８日、

米内沢の龍淵寺で行われました。 

　この演奏会は毎年、成田為三の功績を後世に伝え

ていくために開催されています。墓前での法要のあと、

追善演奏が行われ、浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

と合唱団コールもり

よしがそれぞれ合唱。

最後に、出席者全員

で成田為三先生に届

くように願いを込め

て合唱しました。 

〜�阿仁公民館短期講座�〜 〜�成田為三追善墓前演奏会�〜

　�大きく育てよう！�ぼくらの森を

ハローキッズ 

合
川
公
民
館
講
座 

■ 申 
■ 問 
合
川
公
民
館
　
78-

２
１
１
４
　 

森
吉
公
民
館
講
座 

■ 申 
■ 問 
森
吉
公
民
館
　
72-

３
２
５
９ 

阿
仁
公
民
館
短
期
講
座 

■ 申 
■ 問 

阿
仁
公
民
館
　
82-

２
２
２
０ 

▲専念寺の山門 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算
療
養
費
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算
療
養
費
制
度

高額医療・高額介護　合算療養費制度

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算
療
養
費
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算
療
養
費
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算
療
養
費
制
度

■
概
　
要

－　制度イメージ図　－ 

限 

度 

額 

医療分 介護分 

①高額 

療養費 

②高額介護 

サービス費 

新
た
な
限
度
額 

③支給 

高額医療・ 

高額介護 

合　　算 

今までは①・②を支給。 

今後は①・②に加え③を支給。 

６７万円 

（８９万円） 

６７万円 

（８９万円） 

１２６万円 

（１６８万円） 

５６万円 
（７５万円） 

５６万円 
（７５万円） 

６７万円 
（８９万円） 

３１万円 
（４１万円） 

３１万円 
（４１万円） ３４万円 

（４５万円） １９万円 
（２５万円） 

１９万円 
（２５万円） 

■
申

請

方

法

高額医療・高額介護合算制度に該当するか確認しましょう

例：７月31日現在で秋田県後期高齢者医療被保険者の場合 
　※世帯とは医療保険上の世帯単位です 

計算期間中（平成20年４月～平成21年７月）に、世帯で医療と 

介護サービスの両方を受けましたか？ 

いいえ 

どちらか一方だけの

場合は該当しません

はい 

計算期間中の医療費の自己負担額と介護 

サービスの自己負担額を世帯で合計した 

額が基準額を超えていますか？ 

いいえ 

超えていなければ該当し

ません

はい 

計算期間中に、転出・転入しましたか？ 

（北秋田市内での転居の方は「いいえ」へ） 

はい 

　以前住民票があった市町村から 

介護の「自己負担額証明書」の交付 

を受けてください。 

　他市町村の国保、他県の後期高齢 

者医療に加入していた方は、医療の 

「自己負担額証明」の交付も受けて 

ください。 

いいえ 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 計算期間中に医療保険に変更がありましたか？ 

（秋田県後期高齢者医療広域連合とは別の医療保険に 

加入していた期間はありましたか？） 

進む 

はい 

▼
 

いいえ 

▼
 

以前加入していた医療保険から、医療の 

「自己負担額証明」の交付を受けてください。 

▼
 総合窓口課国保年金班で支給申請してください

進む 

加入している保険 

現役並み所得者 
　　〈70歳以上〉 

上位所得者 
　　〈70歳未満〉 

一　　般 

低所得者 

Ⅱ 

Ⅰ 

75歳以上の 
方の世帯 

70～74歳の 
方の世帯 

70歳未満の 
方の世帯 

後期高齢者 
医療制度 
＋介護保険 

健康保険または 
国民健康保険等 
＋介護保険 

健康保険または 
国民健康保険等 
＋介護保険 

■現役並み所得者（70歳以上) 

健康保険の場合：標準報酬月額が28万円以上など 

国民健康保険・後期高齢の場合：課税所得145万円以上など 

■上位所得者（70歳未満） 

健康保険の場合：標準報酬月額が53万円以上など 

国保・後期の場合：世帯全員の基礎控除後の所得合計額が600万円を超えるなど 

■低所得者Ⅱ（70歳以上と70歳未満）：住民税非課税の世帯 

■低所得者Ⅰ（70歳以上）：住民税非課税の世帯 

　　　　　　　　　　　　　（年金収入のみの方は年金受給額80万円以下） 

■一般：上記のいずれにも該当しない方 

自己負担額 自己負担額 

合算後の 
自己負担額 

－　自己負担限度額適用区分（基準額）　－ 
※下表のカッコ内は16カ月の金額 

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は

■
支
給
要
件
と
自
己
負
担
限
度
額

◎お問い合わせ　市の国保・後期高齢の方は 

国民年金班 �62-1118　介護保険班 �62-1112

※社保等へ加入している方は、それぞれ加入している

医療保険者へお問い合わせください 

高額医療・高額介護　合算療養費制度

　
現
在
、
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
高

額
と
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
月
単
位
で
限

度
額
が
設
け
ら
れ
、
自
己
負
担
の
一
部
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
支
給
を
受
け
て
も
医
療
費
・

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
の
両
方
の
負
担
が
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
重
複
し
て
い
る
場
合
の

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
20
年

4
月
か
ら
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
制
度
は
、
１
年
を
単
位
と
し
て
計
算

期
間（
8
月
〜
翌
年
7
月
）の
末
日
を
基
準
日

と
し
、
基
準
日
に
同
じ
医
療
保
険
上
の
世
帯

に
属
し
て
い
る
人
の
、
医
療
保
険
・
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
年
間
合
計
か
ら
所
得
区

分
に
応
じ
た
基
準
額
を
差
引
い
た
後
の
額
を

申
請
に
よ
り
支
給
す
る
制
度
で
す
。（
た
だ
し
、

総
支
給
額
が
5
0
0
円
を
超
え
る
場
合
に
限

り
ま
す
。） 

  　
こ
の
制
度
は
、
各
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
社
会
保
険

な
ど
）
ご
と
の
世
帯
で
、
医
療
及
び
介
護
の

両
制
度
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
著
し
く

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
１
年
間
の
限
度
額
を

超
え
た
部
分
を
医
療
と
介
護
の
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
支
給
は
、
医
療
保
険
者
及
び
介
護
保

険
者
で
利
用
者
の
自
己
負
担
額
の
比
率
に
応

じ
て
費
用
を
負
担
し
、
こ
の
按
分
に
よ
っ
て

医
療
保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
が
「
高

額
介
護
合
算
療
養
費
」
、
介
護
保
険
者
か
ら

支
給
さ
れ
る
も
の
が
「
高
額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
」
と
な
り
ま
す
。
 

  　
毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
末
の
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
（
そ
れ
ぞ
れ
の

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
給
さ
れ
た
額

を
除
く
）
を
も
と
に
支
給
額
を
計
算
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
制
度
開
始
が
平
成
20
年
４
月
で

あ
る
た
め
、
平
成
21
年
度
は
次
の
方
法
で
支

給
額
を
計
算
し
ま
す
。
　
 

①
「
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
末

ま
で
の
16
カ
月
間
に
支
払
っ
た
医
療
と
介
護

の
自
己
負
担
額
」
が
、
基
準
額
を
超
え
る
場

合
に
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

②
平
成
20
年
８
月
以
降
に
自
己
負
担
額
が
集

中
し
た
場
合
、
「
①
で
算
出
し
た
支
給
額
」

よ
り
も
「
平
成
20
年
８
月
か
ら
平
成
21
年
７

月
末
の
12
カ
月
間
の
基
準
額
で
算
出
さ
れ
た

支
給
額
」
の
方
が
多
く
な
る
場
合
に
は
、
12

カ
月
間
の
自
己
負
担
額
で
算
出
し
た
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

　
平
成
21
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
対
象
期
間
中
に
保
険
の
変
更
が
な
く
北
秋

田
市
の
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
で
支
給
額
が
発
生
す
る
見

込
み
の
方
に
は
、
12
月
以
降
に
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
総
合
窓
口

課
国
保
年
金
班
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

班
が
発
行
す
る
「
介
護
保
険
自
己
負
担
額
証

明
書
」
を
添
え
て
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
発
行
は
12
月
以
降

と
な
り
ま
す
。
 

◆
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
 

　
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
で
支
給
対
象

の
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
12
月
以
降
に
国

保
年
金
班
か
ら
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
が
届

い
た
ら
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
対
象
期
間
中
に

医
療
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
方
に
は
通
知
が

届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
加

入
の
医
療
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
▽
支
給
ま
で
の
流
れ
　
 

①
　
12
月
以
降
に
国
保
年
金
班
か
ら
通
知
が
届
く
 

②
　
国
保
年
金
班
で
申
請
を
行
う
（
介
護
保

　
　
険
班
で
の
申
請
は
不
要
で
す
）
 

③
　
１
〜
２
月
頃
に
支
給（
不
支
給
）決
定
通

　
　
知
書
が
届
く
 

④
　
支
給
決
定
の
方
に
は
介
護
分
と
医
療
分

　
　
と
が
按
分
さ
れ
た
支
給
額
が
指
定
口
座

　
　
に
振
込
と
な
る
 

◆
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人（
申
請
が
２
回
必
要
で
す
）
 

　
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班
が
発
行

す
る「
介
護
保
険
自
己
負
担
額
証
明
書
」を
添

え
て
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
発
行
は
12
月
以
降
と
な
り
ま
す
。
 

▼
▽
支
給
ま
で
の
流
れ
 

①
　
12
月
以
降
に
介
護
保
険
班
か
ら
通
知
が
届
く
 

②
　
介
護
保
険
班
に
「
高
額
医
療
合
算
介
護

　
　
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
兼
自
己
負
担
額
証
明

　
　
書
交
付
申
請
書
」を
提
出
す
る
。
 

③
　「
自
己
負
担
額
証
明
書
」の
交
付
を
受
け

　
　
た
ら
加
入
の
医
療
保
険
者
へ
高
額
介
護

　
　
合
算
療
養
費
の
支
給
申
請
を
行
う
。
 

④
　
支
給（
不
支
給
）決
定
通
知
書
が
届
く
 

⑤
　
支
給
決
定
の
方
に
は
介
護
分
と
医
療
分

　
　
と
が
按
分
さ
れ
た
支
給
額
が
指
定
口
座

　
　
に
振
込
と
な
る
。
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

■公民館 
中央公民館　　�６２－１１３０ 
【ロビー展】鷹巣押し花サークル 

▼12/５（土）鷹巣地区公民館まつり
＝10:00～16:00 

▼12/７（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30 

合川公民館　　�７８－２１１４ 
【ロビー展】草木染め「あかね会」（12/14～） 

▼12/20（日）ハッピークリスマス会
＝10:00～13:00 

森吉公民館　　�７２－３２５９ 
【サロン展】もりよし文化交流会展示
作品（６日～） 

▼12/６（日）もりよし文化交流会＝
10:00～15:00 

▼12/10（木）手打ちそば体験講座＝
９:00～13:00 

▼12/13（日）しめ飾りづくり教室＝
10:00～15:00 

▼12/24（木）お正月用フラワーアレ
ンジメント＝13:30～15:00 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 
【ロビー展】ドライフラワー展 

▼12/25（金）短期講座「フラワーアレン
ジメント」お正月の花＝17:00～19:30 

■文化会館　�６２－３３１１ 
▼12/５（土）たかのす劇団第18回定
期公演「この町に…」＝18:00～　　大
人500円、小学生以下無料 

▼12/６（日）文化会館自主事業「優秀
映画鑑賞推進事業」＝9:30～　　大人
500円、高校生以下無料 

▼12/19（土）第12回バレエコンサー
ト＝18:00～　　大人3000円 

▼12/19（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼12/20（日）アンサンブルコンテス
ト県北地区大会＝9:30～入場無料 

■スポーツ 
▼12/６（日）第５回北秋田市民卓球
大会＝鷹巣体育館 

▼12/６（日）第11回スポーツセンター
杯バスケットボール大会＝森吉総合
スポーツセンター 

▼12/12（土）第23回なわとび大会＝
森吉総合スポーツセンター 

▼12/13（日）地域型スポーツクラブ
住民交流会（ジュニアソフトテニス大
会）＝森吉総合スポーツセンター 

▼12/26（土）27（日）県高等学校新人
大会フェンシング競技＝合川体育館 

健
　
康�　

健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６

問 

 

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
12
月
７
日（
月
）、21
日（
月
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
３
日（
木
） 

　
▼
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
12
月
14
日（
月
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
10
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
17
日（
木
）

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
３
日（
木
） 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
24
日（
木
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
10
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳
（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
12
月
10
日（
木
） 

時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

日
時
　
12
月
11
日（
金
）　
13
時
〜
15
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で

ご
安
心
下
さ
い
。 

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
に
じ
色
リ
ボ
ン（
食
育
キ
ッ
ズ
）
参
加
者
募
集 

日
時
　
12
月
14
日（
月
）　
10
時
〜
13
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
保
育
園
入
園
前
の
幼
児
と
保
護
者 

内
容
　
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
ク
ッ
キ
ン
グ 

参
加
費
　
１
家
族
３
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
内
ズ
ッ
ク
、
お
し

ぼ
り
、は
し
、ス
プ
ー
ン 

申
込
締
切
　
12
月
７
日（
月
） 

　
北
秋
田
市
思
春
期
講
演
会 

期
日
　
12
月
３
日（
木
） 

時
間
　
18
時
〜
19
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
▼
講
話
「
父
さ
ん
、
母
さ
ん
っ
て

い
い
も
ん
だ
！
」
＝
講
師
＝
五
代
儀
明

美
氏
（
北
秋
中
央
病
院
助
産
師
）
▼
試
食

「
忙
し
い
日
々
の
愛
情
料
理
」
２
品
〜
か

ら
だ
目
覚
め
る
簡
単
料
理
▼
実
技
「
い

き
い
き
〜
筋
膜
マ
ッ
サ
ー
ジ
」 

対
象
　
市
内
小
中
学
生
の
保
護
者
、
学

校
関
係
者（
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
） 

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い 

　
自
殺
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
北
秋
田
市
の
自
殺
予
防
に
つ
い
て
、

ご
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

期
日
　
12
月
７
日（
月
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
▼
基
調
講
演
「
地
域
で
う
つ
対

策
を
進
め
る
た
め
に
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
う

つ
」
＝
講
師
＝
上
野
玲
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）
▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
殺
予
防
！

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
る
」 

対
象
　
一
般
市
民
　 

※
阿
仁
、
森
吉
、
合
川
地
区
は
バ
ス
が
出

ま
す
。（
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
） 

市ホームページバナー広告募集

　北秋田市では、市のホームページに掲載する広告

（バナー広告）を募集します。

■掲載ページ・位置・バナーサイズ 

　市ホームページトップページ下部 

　（２段×３列＝６枠、 

　　各１６０×５５pixel) 

■掲載期間 

　平成２２年１月１日～３月３１日（試行期間） 

■募集期間 

　平成２１年１２月３日～１２月１８日 

■掲載料 

　３，０００円／月（試行期間のため割引価格） 

　※申込単位は3カ月一括となります。 

■お申込み方法等 

　市ホームページをごらんいただき、掲載基準等

をご確認の上、所定の申込書かメールフォームで

お申し込みください。（枠が埋まり次第締切） 

■お問い合わせ 

　総合政策課行財政改革室　�６２－６６３２ 

北秋田産業北秋田産業

見本 

■
12
月
２
日（
水
）全
血【
鷹
巣
地
区
】 

鷹
巣
技
術
専
門
校�

13
時
〜
15
時 

市
消
防
本
部

15
時
15
分
〜
16
時
10
分 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す
店

10
時
〜
11
時
50
分 

◆突然の発熱や咳・くしゃみ・のどの痛み・関節痛・
　下痢などのインフルエンザ様症状がある時は、
　登録医療機関を確認のうえ受診して下さい。 

◆感染したら、感染拡大防止のために人にうつさ
　ないようにしましょう。 

◆予防には、規則正しい生活習慣をすることを原則に、手洗い・
　うがい・人ごみを避ける・咳エチケットを守る。うつさない・
　うつらないという気持ちを持ちましょう。 

◎相談・お問い合わせ　健康推進課　�62-6666

新型インフルエンザ対策

前売 

前売 

前売 

初心者水泳 

初級水泳 

中級水泳 

上級水泳 

選手コース 

楽楽水中健康 

水中運動 

エンジョイアクアビクス 

スノーケリング 

スキンダイビング 

子供水泳 

教室名教室名  教室名  

プ

ー

ル

教

室

プ

ー

ル

教

室

 

プ

ー

ル

教

室

 

シェイプアップ 

ボクササイズ 

バランスボール 

高齢者体操 

フィットネス会員 募集中！ 

メタトレ会員 募集中！ 

北秋田市民プール
月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

北秋田市民プール�62-5001問 

◆屋内温水プール�

 （25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

◆トレーニングルーム 
 （ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 

▼各教室の時間および受講料は、市民

　プールまでお問い合わせください 

▼各教室の無料体験ができる優待券を

配布しています（12/28まで有効） 

プール利用（個人） 小学生100円 中学生200円 高校生300円 一般500円 

トレーニング利用（個人） 　　　中学生  50円 高校生100円 一般200円 

教室名教室名  教室名  曜 日曜 日  曜 日  曜 日曜 日  曜 日  ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
教
室
 

水曜日 

木曜日 

水・木曜日 

金曜日 

火・金曜日 

火・金曜日 

木曜日 

日曜日 

木曜日 

金曜日 

月曜日 

火・水・木曜日 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非課税）の対象です。

　年末調整や確定申告で、納付した国民年金保険料額を申告する場合

は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付等が必要です。 

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、11月上旬に社会保

険庁から送付していますので、申告の際まで大切に保管してください。 

■控除証明書専用ダイヤル　�０５７０－０７０－１１７ 

　　　　　ＩＰ電話からは　�０３－６７００－１１３０ 

■利用期間　平成22年３月13日まで　■利用時間　平日９時～17時 

　　鷹巣社会保険事務所　�62-1497

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

ＮＨＫ歳末たすけあい

ＮＨＫ海外たすけあい

ＮＨＫ歳末たすけあい

ＮＨＫ海外たすけあい

　今なお、紛争や災害で苦しん

でいる人や、恵まれない人にあ

たたかい手を差しのべるキャン

ペーンが今年も実施されます。 

期間　12月１日（火）～25日（金） 

　　福祉課地域福祉班 
　　　　　　　　　�62-1113

問 

戦没者遺族相談員及び

戦傷病者相談員の決定

戦没者遺族相談員及び

戦傷病者相談員の決定

氏名　山内 清種さん 

住所　北秋田市綴子字向黒沢41 

連絡先　�62-1143（自宅） 

任期　平成23年9月30日まで 

担当地区　北秋田市、上小阿仁村 

※相談員は厚生労働大臣の任命 

　　福祉課地域福祉班 

　　　　　　　　　�62-1113

問 

問 
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お
知
ら
せ 

 

　
介
護
予
防
講
座（
１
月
〜
２
月
） 

　
講
座
は
１
月
〜
２
月
ま
で
の
２
ヶ
月

分
を
ま
と
め
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

開
催
日
　
①
１
月
８
日（
金
）、
②
１
月

22
日（
金
）、
③
２
月
12
日（
金
）
 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド 

内
容
　
①
〜
②
手
芸
講
座
、
③
能
力
ア
ッ

プ
講
座
 

受
講
料
　
無
料
　
定
員
　
30
人 

申
込
締
切
　
12
月
25
日（
金
） 

　
　
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド 

　
�

60-

１
３
３
３
　
　
60-

１
３
５
０ 

　
就
職
支
援
講
習
会（
パ
ソ
コ
ン
） 

期
間
　
１
月
12
日（
火
）〜
21
日（
木
）
 

場
所
　
み
く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
 

対
象
　
60
歳
前
半
層
の
方
 

受
講
料
　
無
料
　
定
員
　
20
人
 

内
容
　
中
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
の
文
書

作
成
や
表
計
算
の
知
識
を
習
得
し
、
事

務
系
や
販
売
・
営
業
系
職
種
へ
の
就
職
、

就
業
を
目
指
し
ま
す
 

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
 
�

62-

５
１
５
１
 

　
特
設
人
権
相
談
所
の
設
置 

開
催
日
・
場
所 

▼
12
月
４
日（
金
）　
大
阿
仁
出
張
所 

▼
12
月
６
日（
日
）　
た
か
の
す
イ
オ
ン 

▼
12
月
７
日（
月
）　
四
季
美
館 

▼
12
月
８
日（
火
）　
合
川
老
人
憩
い
の

家「
こ
と
ぶ
き
荘
」 

時
間
　
10
時
〜
15
時 

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

６
６
２
８ 

 

問 

申 

問 

北
秋
田
市

コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

読
書
感
想
画

読
書
感
想
文

◆
応
募
資
格 

◆
応
募
区
分 

   

◆
応
募
規
定 

   

◆
字
数
及
び

　
用
　
　
紙 

      

◆
応
募
先
等 

    

◆
締 

切 

日 

◆
発
　
　
表 

 
◆
表
彰
及
び 

　
表 
彰 

式 

 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

北
秋
田
市
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
方 

読
書
感
想
文
…
▼
小
学
校
の
部（
３
年
生
以
上
で
学
年
ご
と
） 

▼
中
学
校
の
部（
学
年
ご
と
）▼
高
校
・
一
般
の
部 

読
書
感
想
画
…
▼
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部（
年
長
児
） 

▼
小
学
校
の
部（
１
・
２
年
生
で
学
年
ご
と
） 

読
書
感
想
文
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
綴
っ
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、教
科
書
、雑
誌
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
読
書
感
想
画
は
、

読
ん
だ
本（
作
品
）に
つ
い
て
の
感
想
を
絵
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。
ど
ち

ら
も
、応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人
一
点
と
し
ま
す
。 

読
書
感
想
文
…
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学

校
の
部
は
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
と
し
、そ
の
他
の
部
に
つ
い
て
は
５
枚
以

内
と
し
ま
す
。
な
お
、一
行
目
に
は
題
名
、次
の
行
に
学
校
名
・
学
年
及
び

氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。 

読
書
感
想
画
…
四
つ
切
版
の
画
用
紙
（
色
、
縦
・
横
は
自
由
）
を
用
い
、

素
材
は
自
由（
絵
の
具
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）と
し
ま
す
。 

読
書
感
想
文
・
感
想
画
と
も
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

鷹
巣
図
書
館（
市
文
化
会
館
内
）北
秋
田
市
材
木
町
２
番
３
号
　 

★
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、小
・
中
学
生
は
、所
属
す
る
園
お
よ
び
学
校
を

通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

★
高
校
生
、一
般
の
方
は
、図
書
館
と
各
公
民
館
に
も
応
募
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

平
成
22
年
１
月
27
日（
水
） 

所
属
す
る
学
校
や
園
を
通
じ
て
、
ま
た
一
般
の
応
募
者
に
は
直
接
通

知
す
る
と
と
も
に
、市
の
広
報
等
で
発
表
い
た
し
ま
す
。 

特
選
、入
選
、佳
作
に
選
ば
れ
た
方
々
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
い

た
し
ま
す
。 

表
彰
式
は
、平
成
22
年
２
月
27
日（
土
）市
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。 

鷹
巣
図
書
館（
市
文
化
会
館
内
）　
�
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３
３
１
１ 

【
鷹
巣
地
区
】 

①
米
代
川
左
岸
　
栄
橋
下
流 

②
米
代
川
右
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

③
米
代
川
左
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

④
今
泉
川
右
岸
　
泉
流
橋
上
流 

⑤
前
山
川
左
岸
　
前
山
橋
下
流 

⑥
綴
子
川
右
岸
　
柳
生
橋
下
流 

⑦
綴
子
川
左
岸
　
綴
子
橋
上
流 

⑧
綴
子
川
左
岸
　
小
田
集
落
上
流 

⑨
小
猿
部
川
左
岸
　
小
猿
部
橋
上
流 

⑩
小
猿
部
川
右
岸
　
横
渕
橋
下
流 

⑪
小
猿
部
川
左
岸
　
中
屋
敷
橋
上
流 

⑫
小
森
川
右
岸
　
藤
株
橋
下
流 

⑬
小
猿
部
川
右
岸
　
堂
ヶ
岱
橋
上
流 

⑭
摩
当
川
左
岸
　
向
町
橋
上
流 

⑮
小
森
川
右
岸
　
西
宮
ノ
目
橋
上
流 

【
合
川
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
合
川
橋
上
流 

②
阿
仁
川
左
岸
　
阿
仁
川
橋
上
流 

③
小
阿
仁
川
右
岸
　
落
合
橋
下
流 

④
小
阿
仁
川
左
岸
　
落
合
橋
下
流 

【
森
吉
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
八
幡
橋
上
流 

②
阿
仁
川
右
岸
　
浦
田
橋
下
流 

③
阿
仁
川
左
岸
　
米
内
沢
地
区
上
流

④
阿
仁
川
右
岸
　
米
内
沢
橋
上
流 

⑤
阿
仁
川
左
岸
　
本
城
地
区 

【
阿
仁
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
喜
鵲
橋
下
流 

②
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
下
流 

③
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
上
流 

④
比
立
内
川
右
岸
　
牛
滝
橋
下
流 

　
市
で
は
、降
雪
時
の『
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』

た
め
、適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、次
の
よ
う
な

点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
市
道
、雪
捨
て
場

　
建
設
課（
森
吉
庁
舎
内
） 
�

72-

３
１
１
６ 

◆
国
道
７
号

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所 

　
大
館
国
道
出
張
所
　
�

０
１
８
６-

49-
０
３
２
１ 

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

�
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３
１
１
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ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い 

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

各
地
区
の
雪
捨
て
場
（
指
定
箇
所
） 

お問い合わせ 

※
雪
捨
て
場（
市
内
）の
案
内
図
に
つ
い
て
は
、 

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い 

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、
道
幅

が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原

因
と
な
る
ほ
か
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

◆
自
宅
前
の
除
雪
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い 

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪
が
残

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時
間
帯
ま
で

に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
沿
道
一
軒
一
軒
の
出

入
り
口
除
雪
や
各
家
庭
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た

作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お

年
寄
り
世
帯
等
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で

の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を 

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か
ら

早
朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン
ジ

ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

快
適
で
安
全
な
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い 

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
路
面
に
凸
凹
が

で
き
交
通
の
支
障
と
な
る
ほ
か
、
凍
結
し
て
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出
さ
ず
に
、

市
指
定
の
雪
捨
て
場
に
各
自
で
運
搬
排
雪
し
て
く

だ
さ
い
。 

◆
沿
道
の
空
き
地
、田
畑
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し
出
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
排
雪
の
た
め
上
げ
た
側
溝
の
フ
タ
は
、作
業
後

　
す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い 

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し
ま
う
な

ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
す
ぐ
に
元
ど

お
り
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は
、撤
去
し
て
く
だ
さ
い 

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み
板
』
や

道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車
が
引
っ
か
け

て
周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。 

平
成
21
年
度

を開催します 

　暮らしやすいまちづくりの実現を

めざし、市民の皆様からご意見をい

ただく機会として「移動行政懇話会」

を開催します。日頃、感じているこ

とを話してみませんか。 

　多数のご参加をお待ちしております。 

【期日・場所】 

　12月16日（水） 阿仁ふるさと文化センター 

　12月17日（木） 市役所合川庁舎 

　12月18日（金） 森吉コミュニティセンター 

　12月22日（火） 中央公民館 

【時間】　１８：３０～ 

【対象】　北秋田市民 

　　総合政策課政策班　�62-6606

移動行政懇話会移動行政懇話会
い ど う ぎ ょ う せ い こ ん わ か い

問 

申 

問 



保 育 園
お
知
ら
せ 

 

　
求
人
提
出
の
お
願
い 

　
米
国
の
金
融
不
安
な
ど
に
よ
る
全
国

的
な
景
気
の
悪
化
に
よ
り
、
個
人
消
費

の
低
迷
や
製
造
業
な
ど
で
の
倒
産
、
売

上
の
減
少
が
続
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹

巣
管
内
に
お
い
て
も
有
効
求
人
倍
率
が

０
・
２
倍
台
で
推
移
す
る
な
ど
、
再
就

職
を
目
指
す
求
職
者
に
と
っ
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
校
生
の
就
職
内
定
率
が
非

常
に
低
迷
し
て
お
り
、
将
来
あ
る
若
者

の
雇
用
が
大
変
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
求
人
並

び
に
新
規
学
卒
者
の
求
人
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
大
館
公
共
職
業
安
定
所
鷹
巣
出
張
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
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１
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あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』 

▽
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
習 

期
日
　
12
月
11
日（
金
）、
14
日（
月
） 

　
　
　
　
　
16
日（
水
）、
18
日（
金
） 

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

対
象
　
文
字
入
力
の
可
能
な
方 

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
は
抽
選
） 

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

申
込
期
限
　
12
月
７
日（
月
） 

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
�
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９
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①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2 
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　10,300円～17,700円　※募集2戸 
②松山町団地･･･米内沢字ヲツコ沢77-1★ 
　木造２階１戸建　３ＬＤＫ　 
　月　額　21,100円～41,400円 
③伊勢ノ森団地･･･米内沢字伊勢ノ森37-18★ 
　木造２階１戸建 ３ＬＤＫ 
　月　額　22,500 円～44,200円 
④御嶽団地･･･本城字上悪戸31-1 
　木造平屋２戸建　２ＬＤＫ　※募集２戸 
　月　額　17,200円～33,800円 
⑤上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 
　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　15,400円～30,300円 
⑥東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 
　簡易耐火２階建　２ＤＫ 
　月　額　9,800円～19,300円 
⑦松ヶ丘団地･･･川井字松石殿1-254★ 
・木造平屋１戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　14,900円～29,300円 
・木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　12,300円～24,200円 
⑧林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★ 
　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　9,200円～18,100円 
⑨サンコーポラスなかたい住宅 
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-１ 
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 
　月　額　43,100円　共益費　800円 
　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 
〔募集戸数〕各階１戸 
※★印の住宅は単身入居不可です 
※⑨の１階住戸は、加齢や身体の障害等に
より階段の昇降に支障がある方の入居に限
ります 
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 
【入居資格】 
・収入基準を満たすこと 
・住宅に困窮していることが明らかなこと 
・公租公課を滞納していないこと 
【募集期間】　12月１日（火）～10日（木）土日除く 
【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合
川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

【現地案内】 

　日時　12月４日（金）又は７日（月） 

　▽森吉地区  9:00～  ▽阿仁地区11:00～ 

　▽鷹巣地区13:30～  ▽合川地区15:30～ 

問 

問 都市計画課 建築住宅班　�72-5246

申 

問 

平成22年度平成22年度平成22年度平成22年度

保 育 園
鷹巣地区 

　鷹巣中央保育園 

　鷹巣東保育園 

　（私）南鷹巣保育園 

　（私）七日市保育園 

　（私）綴子保育園 

合川地区 

　あいかわ保育園 

森吉地区 

　米内沢保育園 

　前田保育園 

阿仁地区 

　阿仁合保育園 

　大阿仁保育園 

大町2-30 

栄字太田新田43-2 

脇神字高村岱140 

七日市字石倉岱18 

綴子字大堤26-1 

 

李岱字下豊田１ 

 

米内沢字御嶽84-1 

阿仁前田字下川端101-1 

 

阿仁銀山字上新町71-1 

阿仁幸屋渡字前野7-19

62-2630 

62-2254 

62-1140 

66-2054 

62-0786 

 

78-9030 

 

72-4020 

75-2316 

 

82-3113 

84-2109

幼 稚 園幼 稚 園

たかのす幼稚園 坊沢字善千鳥坂17 62-2613

鷹巣地区 

 

■対象となるお子さん　おおむね生後３カ月から５歳

までで、両親が共働きなどの事情で家庭で保育できな

いお子さんです 

■受付期間　12月１日（火）～12月18日（金） 

■申込窓口　福祉課こども福祉班、各総合窓口センター

市民班、各保育園　（入園申込書は各窓口に備え付けています） 

※他の市町村の保育園に入園を希望する場合は、福祉課こども

福祉班へ申込みください 

■入園について　入園の可否については、先着順では

なく申込期間内に受付したものを取りまとめ、審査の

上決定します。期間を過ぎた申込は希望に添えない場

合があります 

　　福祉課こども福祉班�62-6638／合川総合窓口セン

ター市民班�78-2112／森吉総合窓口センター市民班

�72-3115／阿仁総合窓口センター市民班�82-2112

問 

■募集人数　35人 

■募集区分　４歳児（平成17年４月２日から平成18年４

月１日までの出生児）※５歳児も合わせて募集します 

■受付期間　12月１日（火）～12月18日（金） 

■申込方法　所定の書類に記入の上、たかのす幼稚園

に提出してください　（所定の書類は幼稚園及び市教育委員

会総務課に備え付けています） 

■選考方法　(イ)書類選考（ロ)面接選考（ハ)身体検査

などの方法により、平成22年２月下旬までに入園決定

を保護者に通知します 

　　たかのす幼稚園　�62-2613問 
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【
土
地
の
表
示
】 

①
北
秋
田
市
綴
子
字
前
野
１
６
８
番
12 

　
　
　
　
　〔
宅
地
〕
８
４
４
・
16
㎡ 

②
北
秋
田
市
鷹
巣
字
平
崎
上
岱
13
番
１
６
７ 

　
　
　
　
　〔
宅
地
〕
２
２
６
・
12
㎡ 

③
北
秋
田
市
上
杉
字
金
沢
57
番
63 

　
　
　
　
　〔
宅
地
〕
４
３
５
・
05
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【
受
付
期
間
】
※
土
日
を
除
く 

　
12
月
１
日（
火
）〜
12
月
11
日（
金
） 

【
入
札
会
】 

　
日
時
　
12
月
15
日（
火
）　
14
時
〜 

　
場
所
　
市
役
所
３
階 

大
会
議
室 

　
　
財
政
課
管
財
班 

�

62-

６
６
０
３ 

問 
　
拉
致
問
題
等
、
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

《
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
…
》 

　
　
秋
田
県
警
察
本
部 

　 

�

０
１
８-

８
６
３-

１
１
１
１ 

問 

オープン！！１２１２/１２（土）オープン！！

（問）阿仁スキー場���８２−３３１１（問）阿仁スキー場���８２−３３１１

URL：www.aniski.jpURL：www.aniski.jp

ゴンドラ・リフト１日券 

大人１日券 

シニア・こども１日券 

一般料金 

3,400円 

2,400円 

市民料金 

2,600円 

1,800円 

　 ゴンドラ料金 

大人往復券 

こども往復券 

一般料金 

1,600円 

　850円 

市民料金 

1,300円 

　700円 

★内陸線利用（証明書）で、大人1,200円、こども600円に！ 

１２/１２（土）
■鑑賞期間　１月９日（土）〜３月１４日（日）

■運行時間　９時〜１６時（下り最終15時30分）

■鑑賞期間　１月９日（土）〜３月１４日（日）

■運行時間　９時〜１６時（下り最終15時30分）

《樹氷教室開催》《樹氷教室開催》

阿仁のゴンドラで行く�

『樹氷鑑賞』
阿仁のゴンドラで行く�

『樹氷鑑賞』

森吉山森吉山

★前売りリフト券は、12月20日（日）までの 

　限定発売です 

★引き換え券１枚をゴンドラ往復券２枚に 

　交換できます。ご夫婦やグループでの樹 

　氷鑑賞にどうぞ 

ゴンドラ・リフト券（前売り） 

１日券の引き換え券×５枚 

料　金 

12,000円 

お得なお得な

阿仁スキー場阿仁スキー場阿仁スキー場

広報きたあきた　21.　12.　129 28広報きたあきた　21.　12.　1
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
10 
月
》 

▽
慶
弔
費
２
万
６
０
０
０
円（
２
件
） 

▽
会
　
費
10
万
　
１
３
９
円（
14
件
） 

▽
そ
の
他
４
万
９
３
３
２
円（
３
件
） 

▽
合
　
計
17
万
５
４
７
１
円（
19
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

　
入
札
結
果
の
公
表《
10 
月
》 

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

▼
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
に
伴
う

水
道
管
移
設
工
事
／
５
３
１
万
３
０
０

０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
舗
装
復
旧
工
事

（
合
川
処
理
区
）
／
４
３
３
万
６
５
０
０

円
／
㈱
佐
藤
庫
組
▼
舗
装
復
旧
工
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米

内
沢
処
理
区
）
／
１
３
３
３
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５
０
０

０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
中
央
公
民
館
外

壁
補
修
工
事
／
８
８
８
万
３
０
０
０
円

／
㈲
堀
内
工
務
店
▼
村
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
合
川
地
区
）
第
０
１
４
０
１
号
工

事
／
１
３
５
４
万
５
０
０
０
円
／
㈱
佐

藤
庫
組
▼
市
営
住
宅
風
呂
釜
取
付
工
事

／
３
７
３
万
８
０
０
０
円
／
㈲
明
祝
商

事
北
秋
田
支
店
▼
舗
装
復
旧
工
事
（
鷹

巣
処
理
区
そ
の
１
）
／
３
９
６
万
９
０

０
０
円
／
佐
藤
建
設
㈱
北
秋
田
営
業
所

▼
本
庁
舎
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補
修
工
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／
１
４
８
７

万
８
５
０
０
円
／
㈲
小
笠
原
工
務
店
▼

向
黒
沢
地
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簡
易
水
道
増
圧
工
事
／
５

５
８
万
６
０
０
０
円
／
秋
田
工
営
㈱
▼

阿
仁
合
小
学
校
体
育
館
屋
根
塗
装
工
事

／
３
４
０
万
２
０
０
０
円
／
畠
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塗
装

▼
森
吉
中
学
校
ア
ス
フ
ァ
ル
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舗
装
改

修
工
事
／
１
６
６
９
万
５
０
０
０
円
／

秋
田
土
建
㈱
▼
面
整
備
工
事
（
鷹
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処

理
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の
１
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／
６
６
９
９
万
円
／
㈱

津
谷
組
▼
用
排
水
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改
良
工
事
（
中
村

地
区
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／
８
６
７
万
３
０
０
０
円
／
㈲

鈴
謙
▼
道
路
改
良
工
事
（
市
道
神
成
大

岱
線
）
／
８
５
０
万
５
０
０
０
円
／
㈲

吉
勝
組
▼
農
道
改
良
工
事（
滝
ノ
沢
地
区
）

／
３
４
０
万
２
０
０
０
円
／
秋
田
土
建

㈱
▼
大
阿
仁
出
張
所
改
修
工
事
／
９
６

１
万
６
５
０
円
／
菊
地
・
松
岡
経
常
建

設
共
同
企
業
体
▼
阿
仁
川
災
害
復
旧
事

業
に
伴
う
温
泉
管
移
設
工
事
／
９
１
３

万
５
０
０
０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
排
水

維
持
工
事
（
市
道
小
阿
仁
線
）
／
２
８
３

万
５
０
０
０
円
／
㈲
工
藤
設
備
工
業
所

▼
舗
装
復
旧
工
事
（
阿
仁
合
処
理
区
）
／

５
７
２
万
２
５
０
０
円
／
㈱
松
岡
組
▼

面
整
備
工
事
（
阿
仁
合
処
理
区
そ
の
２
）

／
２
６
７
２
万
２
５
０
０
円
／
㈱
松
岡

組
▼
面
整
備
工
事
（
阿
仁
合
処
理
区
そ

の
３
）
／
１
９
４
２
万
５
０
０
０
円
／

第
一
建
設
工
業
㈱
秋
田
支
店
▼
面
整
備

工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
３
）
／
４
７
０

万
４
０
０
０
円
／
㈱
大
川
建
設
▼
浄
化

槽
設
置
工
事
（
そ
の
４
）
／
４
１
４
万
７

５
０
０
円
／
㈱
上
杉
組
▼
南
部
１
号
幹

線
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
１
）
／
８
５

２
６
万
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▼
南
部
１
号

幹
線
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）
／
８

５
０
５
万
円
／
朝
日
建
設
㈱ 
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人口と世帯数

※10月31日現在住民基本台帳による 

総人口　37,875人（38人減） 

　男　　17,832人（25人減） 

　女　　20,043人（13人減） 

出　生　16人　転　入　44人 

死　亡　55人　転　出　44人 

世帯数  14,613世帯（６世帯減） 
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高谷　ミネさん　（芹沢）　明治42年11月17日生まれ 

1 00歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

　
市
で
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業（
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
購
入
等
）の
入

札
参
加
資
格
審
査（
業
者
登
録 

申
請
）の
受
付
を
行
い
ま
す
。 

【
受
付
期
間
】
※
土
日
を
除
く 

　
12
月
１
日（
火
）〜
12
月
14
日（
月
） 

【
申
請
書
類
】 

　
申
請
様
式
又
は
審
査
要
領
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
財
政
課
で
受
領
し
て

く
だ
さ
い 

【
申
請
方
法
】 

　
持
参
ま
た
は
郵
送
の
ど
ち
ら
か
に
よ

る
こ
と（
受
付
期
間
内
必
着
） 

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】 

北
秋
田
市
役
所
財
務
部
財
政
課 
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　市では、入札参加資格審査（業者登

録申請）の中間年申請受付を下記の要

領で行います。業者登録申請を行う方

は、各要領（建設工事、測量・コンサル

等、物品調達及び役務提供等）の内容

を確認のうえ、申請してください。 

　提出書類（北秋田市様式、各申請書作

成のしかた、添付書類）については、

12月１日から市ホ－ムペ－ジでダウン

ロ－ドできますのでご利用ください。 

１．提出書類 

○建設工事 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

○測量・建設コンサル等 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

○物品調達及び役務提供等 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

　※林務関係、浄化槽保守点検業務の

申請は、物品調達及び役務提供等での

申請となります 

２．受付期間　平成22年１月15日（金）

から２月26日（金）まで　※土日祝日を除く 

３．有効期間　平成22年４月１日か

ら平成23年３月31日まで（１年間） 

４．提出方法 

〇持参・郵送どちらでも可（期限必着） 

　受付印を必要とする場合は、受付受領

用紙（任意）と切手を貼った返信用封筒、又

は受付受領用ハガキを同封してください  

〇ひも綴り提出（ファイル不可） 

　建設・コンサル・物品役務毎にＡ４封

筒に入れて持参又は郵送してください 

　（封筒の表に社名を記入のこと） 

５．提出先・お問い合わせ　 

〒018-3392　北秋田市花園町19番１号 

北秋田市役所 財務部財政課 

　　　　　　　　　　�６２－６６０７ 

平成22年度（中年間）

入札参加資格審査の受付

の納期限 税 12月25日まで 

■国民健康保険税 第６期 ■固定資産税 第４期 

【夜間当番医日程表】は、15ページに掲載
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12月６日（日）
開場：９時　上映：９時30分〜16時25分

日活書店／福助堂／北秋協販／阿仁公民館／森
吉コミュニティセンター／合川公民館／ひまわ
りの家／北秋田市中央公民館／北秋田市文化会
館／大館市民文化会館／能代市文化会館

◎お問い合わせ　北秋田市文化会館　�６２−３３１１

500 無料
前売・当日共通

㈰じゃんけん娘㈰じゃんけん娘
９時３０分〜１１時９時３０分〜１１時

出演：雪村いづみ、江利チエミ、美空ひばり、ほか

(1955年・杉江敏男）(1955年・杉江敏男）

㈪エノケンの頑張り戦術㈪エノケンの頑張り戦術
(1939年・中川信夫）(1939年・中川信夫）

１１時１０分〜�

　１２時２５分

１１時１０分〜�

　１２時２５分

出演：

�榎本健一

�如月寛多

�柳田貞一

　　　　ほか

㈬大学の若大将㈬大学の若大将
(1961年・杉江敏男）(1961年・杉江敏男）

１４時５０分〜�

　１６時２５分

１４時５０分〜�

　１６時２５分

出演：

�加山雄三

�星由里子

�田中邦衛

　　　　ほか

㈫君も出世ができる㈫君も出世ができる
(1964年・須川栄三）(1964年・須川栄三）

出演：

�フランキー堺

�高島忠夫�

�益田喜頓

　　　　ほか

１３時００分〜�

　１４時４０分

１３時００分〜�

　１４時４０分

出演：

�榎本健一

�如月寛多

�柳田貞一

　　　　ほか

出演：

�フランキー堺

�高島忠夫�

�益田喜頓

　　　　ほか

出演：

�加山雄三

�星由里子

�田中邦衛

　　　　ほか

出演：雪村いづみ、江利チエミ、美空ひばり、ほか

年末年始のご案内（市役所・各施設等）
　市役所・各窓口センターでの各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（月）まで
に済まされるようお願いします。「●」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。 

浜辺の歌音楽館

１２月 

28日 
（月） 

29日 
（火） 

30日 
（水） 

31日 
（木） 

1日 
（金） 

2日 
（土） 

3日 
（日） 

１月 

4日 
（月） 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 大 太 鼓  
叩き初め 

無休（営業時間等は各施設へお問い合わせください）

施設の名称等

● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

食堂・売店

貸館・案内所※28日・4日は貸館のみ休業

市役所・分庁舎・各地区総合窓口センター

文化会館・交流センター・中央公民館・合川公民館・森吉公民館・

阿仁公民館・各地区公民館・各地区体育館・市民プール・げんき

ワールド・青葉荘・大野台ハイランド体育館・鷹巣図書館・森吉

図書館・セントラル合川・上杉あいターミナル・阿仁異人館・伝承館

湯の岱温泉

クリーンリサイクルセンター

ひまわりの家

大太鼓の館

クウィンス森吉・阿仁スキー場・打当温泉・森吉山荘

四季美館

し尿の汲み取り（年内収集の申込みは18日まで）

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 
● 休 

● 休 
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